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５．記念講演会 

○日時  12 月 20 日（日）・12：30～16：00（開場 12：00） 

○場所  丸亀市生涯学習センター３階ホール 

○参加者 339 人 

○託児  1 人 

○内容 

  12:30     開会 

 12:30～13:00 記念式典 

          男女共同参画フォトコンテスト表彰式 

          丸亀市男女共同参画都市宣言文朗読 

13:05～14:20 基調講演 

             テーマ：男女共同参画で未来を変える 活力ある共生社会へ 

            講 師：村木厚子さん（前厚生労働事務次官） 

   14:20～14:35 休憩 

14:35～15:55 パネルディスカッション 

            テーマ：10 年後の丸亀市を描く 

            コーディネーター：井原理代さん（香川大学名誉教授） 

           パネリスト：三原繁子さん（もも里代表） 

                  十河靖典さん（丸亀市ＰＴＡ連絡協議会副会長） 

                  田中祥友さん（大倉工業㈱取締役コーポレート 

センター総務部長） 

                  古免亜津佐さん（㈱ヒカリ総務部人事総務課） 

   16:00     閉会 

  

 ○主催 丸亀市 
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（１）基調講演記録 

テーマ：男女共同参画で未来を変える 活力ある共生社会へ 

講 師：村木厚子さん（前厚生労働事務次官） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。村木です。今日は丸亀

市合併 10 周年記念そして男女共同参画都市宣言

10 周年という記念講演会にお招きいただきまし

てありがとうございます。 

私は 37 年半ほど厚生労働省で働き、10 月に退

職して、今自由人です。娘が 2 人おり、下の娘が

この 4 月に就職しました。子育ても終わって自由

になると思っていたら、孫が生まれて、なかなか

自由にはなれないのですが、そんなことで夫 1人、

娘 2 人、孫 1 人、娘夫婦が近場に住み、今退職後

の生活を楽しんでいるところです。 

私は高知県で生まれ、大学まで高知に住んでい

ました。同じ四国の仲間です。東京で就職しまし

たが、勤務経験はあと兵庫と島根、だいたいこの

近辺で勤務していました。 

今日は男女共同参画がテーマですが、私はこの

課題は、日本の社会にとって今一番大事な課題だ

と思っています。なぜそれがそんなに大事が、そ

してどうすればそれが実現できるか、今日みなさ

んと一緒に考えたいと思います。 

 

日本の置かれている現状は？ 

最初に皆さんと一緒にいくつかデータをみた

いと思います。私が何のテーマで話をするときも、

必ず最初にみなさんに見ていただくデータです。

今日本の置かれている状況をとてもよく説明し

ているデータだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左側のグラフを見てください。横軸が終戦直後

から今日までの時間の流れを表しています。縦軸

はその年に生まれた赤ちゃんの数を表していま

す。一番左の端のほう、山がすごく高くなってい

るところが団塊の世代が生まれたところです。年

間赤ちゃんの数が 270 万人くらい生まれました。

そこから赤ちゃんの数がグーッと減って谷がで

きます。もう一回真ん中あたりに大きな山があり 

ます。昭和 40 年代の第 2 次ベビーブームで、団

塊の世代が親になる頃、親がたくさんいるので、

子どもがたくさん生まれた時代です。そこからど

んどん子どもが減って、最近減り方はちょっと穏

やかになっています。今 1 年間に何とか 100 万人

の赤ちゃんが生まれるというのが日本の状況で

す。 

私は、このグラフに大事なポイントが２つある

と思っています。1 つ目、さきほど団塊の世代が

親になった頃、親がたくさんいるから子どもがた

《プロフィール》 

●村木 厚子（むらき あつこ）さん  前厚生労働事務次官 

1955年、高知県生まれ。 

1978年、高知大学文理学部経済学科卒業。同年、労働省（現厚生労働省）入省。女

性政策、障がい者政策などに携わり、2008年、雇用均等・児童家庭局長、2010年、

内閣府政策統括官（共生社会政策担当）、2012 年、社会・援護局長などを歴任し、

2013年 7月、厚生労働事務次官に就任。 

2015年 10月、厚生労働省退職。 
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くさん生まれ、第 2 次ベビーブームが来たと言い

ました。この第 2 次べビーブームで生まれた人た

ちは今 40 代に突入しました。少しストレートす

ぎる言い方ですが、だいたい女性ももう出産が終

わった世代に突入しました。実は、第 2 次ベビー

ブームで生まれた赤ちゃんが親になる頃には、子

どももたくさん生まれると期待をして見ていま

したが、もうその世代は赤ちゃんを産み終わって

しまいました。見てください、3 つ目の山はあり

ません。これはとても大事なポイントです。親が

たくさんいても赤ちゃんが増えないほどに、日本

は子どもを産みにくい、育てにくい状況になって

います。 

２つ目の大事なポイントは、もう１回真ん中の

山の辺りを見てください。山の後は急速に今赤ち

ゃんが減っています。あの山の辺りが第２次ベビ

ーブームで生まれた今の 40 代ということは、そ

の右側は 30 代、20 代です。ちょうど親になる世

代の人口が今急速に減っています。親が減る時代

に突入しているというのが 2つ目の大事なポイン

トです。 

グラフ中央の赤い太い折れ線は出生率です。女

性が一生のうちに産んでくれる赤ちゃんの数を

表しています。右端のほうを見てください。うれ

しいことに最近少し上がっています。でも生まれ

る赤ちゃんの数は単純に言うと、「親の数×1 人の

親が生む子どもの数」ですから、片方の出生率が

上がっても、もう片方の親の数が減っているので、

結果としては子どもが増えない。つまり日本は、

親の数が減って子どもがとても増えにくい状況

まで来てしまったということです。 

 

「産む機械」発言 

実はこのことをかつて一生懸命訴えた厚生労

働大臣がいました。柳沢さんという大臣です。「産

む機械」と言いました。とんでもないと思った方

も多いと思います。柳沢大臣は、「どんなに出生

率が上がっても親の数が減ってしまって子ども

が増えない時代に日本が来た」と言いたかったの

です。彼は経済学者なので、「設備投資 1 単位あ

たりの生産性が上がっても、設備投資そのものが

減っているので生産量が増えない」と例えました。

実は彼はその直後に「いい例えではありません

が」とちゃんと言っています。だけど残念ながら

テレビの映像は「産む機械」発言だけで、「いい

例えではない」という発言は写してくれません。

とてもひどい大臣だということになってしまい

ました。実は彼は、お嬢さんも働いているので、

お孫さんの保育所の送り迎えをするような非常

に理解のある大臣ですので、とっても残念でした。

ただ政治家は言葉に責任を持てって言われれば

それまでですが。でもその時代からもう人口減少

の危機は分かっていましたが、今も続いていると

いうのが日本の状況です。このままいくとどうな

るか、もう１つデータを見ましょう。 

 

“変えられない未来”と“変えられる未来” 

 

現在、20 年後、50 年後、100 年後の日本の人

口を表したグラフです。人口も減ります。一番下

の水色が子どもの人口です。真ん中の緑色の一番

長いところが現役世代です。一番上に乗っている

茶色が高齢者です。 

何よりも深刻なのは、現在は現役世代 3 人で高

齢者 1 人を養っていますが、2030 年になると現

役２人で高齢者 1 人、さらに 50 年後、100 年後

になると現役 1人で高齢者 1 人を養う大変厳しい

時代が来るということです。ちなみに 2060 年、

私は生きていると 105 歳です。女性の 105 歳って
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ありえますよね。数年前に起こったある事件で私

は案外しぶといということが分かっているので、

最近私は 2060 年、生きていると思っています。

私は 1955 年生まれです。私より若い、特に女性

は、2060 年は我が事と思ってみてください。男

性はちょっと保証できないかもしれませんが、で

も我が事です。仮に私が死んでいても、私の娘は、

2060 年は茶色の高齢者のところにいます。去年

生まれた私の孫はあの緑色の現役世代として高

齢者を支えています。とても他人事ではありませ

ん。 

「何とかしなきゃ。何か救いはないだろうか」

とこのグラフを眺め、2060 年の現役世代を見て

みると、実はまだほとんど生まれていません。つ

まり、これから我々がどういう世の中を作るかに

よって、現役世代の人口はずいぶん変わってくる。

一方 2030 年、15 年後に 20～65 歳の人は全員生

まれています。もう増やせません。あとはもう外

国人を入れるしかないという話になります。つま

りこのグラフ中には“変えられる未来”と“変え

られない未来”が一緒に入っています。そうする

と我々は“変えられる未来”については努力をし

なければなりません。“変えられる未来”がある

ことが１つの救いだと思っています。 

 

潜在パワーの開発 

もう１つの救いは、今現役世代の緑色が支え手

と言いましたが、ちょっと嘘があります。まだ日

本の社会は、男性と同様に女性も力を発揮できて

いるわけではありません。実は現役世代の中にこ

れからもっと能力を発揮できる潜在パワーがあ

る。これは障がいのある人や引きこもっている若

者もそうかもしれません。現役世代の中に隠れて

いる潜在パワーは将来に向けて我々の希望だと

思います。 

もう１つ大きな潜在パワーは、高齢者です。

2060 年、2110 年 1 人を 1 人で養うと今説明をし

ました。もしここで、65 歳で区切っている線をや

めて、もう 1 回 75 歳で区切り直してみると、実

は 2 人で 1 人を養うのにずっと近づきます。こう

いう話をすると 65 歳以上の方に「まだ働かせる

気か」って怒られるのですけれど。実は日本の歴

史を振り返ると、25 年～30 年ごとに 5 歳くらい

平均寿命が延びてきています。健康寿命も同じよ

うに延びてきているので、今の 65 歳と、50 年後、

100 年後の 65 歳を一緒に考える事はないと思い

ます。昔は定年が 55 歳でしたよね。だから高齢

パワーもこれからのすごく期待できるパワーだ

と思います。 

 

日本の課題～「ワニの口」を閉じるには？～ 

いろいろ希望はありますが、このままいくと日

本は厳しいのも事実です。これは社会保障費です。

こんなに増えています。これからもっと増えます。

もう一つのグラフは厚生労働省に勤務していた

私としてはあんまり使いたくないグラフです。財

務省の人がよく使うグラフです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い折れ線は国の歳出、お金が出て行く方です。

下にある青い折れ線は国の税収、お金が入ってく

る方です。赤と青の線の間が広がってしまってい

ます。要するに収入以上に今社会保障を中心とし

てお金を使っていて、財政赤字が広がっていると

いうことです。このグラフを「ワニの口」と呼び

ます。日本はこの「ワニの口」を閉じないといけ

ません。なぜかというとこの「ワニの口」はさっ

き見たあのかわいそうな若い世代への借金で賄

う、彼らが背負うお金です。なんとかするには、

もちろん出て行くお金を減らすというのもあり

ます。でも医療や年金や介護をどんどん減らすの
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はつらいですよね。 

 

もう１つは入ってくるお金を増やすことです。

そのためには支え手を増やすことが大事だと思

います。ではどうやって支え手を増やすかですが、

さっき言ったように今更増やせませんと言った

2030 年の就業者の予測です。一番右側のグラフ

２つ見てください。悲惨な予想ともうちょっとう

まくいく予想の２つがあります。悲惨な予想の方

は、働く人が 790 万人減ります。日本の一番大き

な産業が 1 つなくなるぐらいの大きさです。もう

ちょっとうまくいく予想の方でも、働く人は 182

万人減ります。800 万減るか 200 万減るかという

予測ですが、何が違うか、日本の経済がある程度

の成長を保ち、それを支える働き手がちゃんと増

えるかどうかです。 

 

日本は、変化の遅い国 

 

上のグラフは男性です。横軸は年齢、縦軸はそ

の年齢の男性がどのくらい働いているかです。大

きな台形型になっています。日本の男性はほとん

ど働いています。今よりもっと働いてくれる人が

どこにいるのかというと、右側のほう、高齢者が

働いてくれたらもっと支え手が増えます。下のグ

ラフは女性です。ちょっと形が違いますよね。女

性は特に子育て世代の 30 代前後が今はあまり働

けていません。30 代前後の働ける女性が増えると、

ものすごく大きなパワーが日本の支え手になっ

てくれると予測をされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性は働けるのか、今よりもっと参加できるの

か、今日の男女共同参画のテーマでもありますが、

国際比較をしてみたいと思います。左側のグラフ

を見てください。横軸は年齢、縦軸は女性が職場

で活躍している割合です。赤い太い折れ線が日本

です。真ん中が引っ込んでいます。さっき見たよ

うに子育ての時期はなかなか仕事では活躍がで

きないというグラフになっています。他の国を並

べてみると、日本とそっくりな線、青い線は韓国 

です。あとはみんなお碗をふせたようになってい

る。他の国はもう、30 代とか子育ての時期に女性

が働けないことをどうも克服してしまったよう

です。 

日本の中にいると、人によっては、「子育ての

時期に女性が仕事のほうに引っ張られすぎると

もっと少子化が進む、子どもを産まなくなるんじ

ゃないか、結婚をしなくなるんじゃないか。」と

心配をする人がいます。本当にそうでしょうか。

右側のグラフを見てください。右側、横軸は女性

が働く割合で、右にいくほど女性がたくさん働い

ている国です。縦はその国の出生率です。ちょっ

と、ドイツを隠して見てください。左下の女性が
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あまり働いてなくて子どもが生まれてないグル

ープと、右上の女性が働いていて子どもが生まれ

ているグループの２つに分かれます。残念ながら

日本はもちろん左下のグループです。韓国も仲間

です。他にギリシャ、イタリア、スペインです。

ニュースをよく聞いている方は「嫌な国が並んだ

な」と思うと思います。財政破綻を心配されてい

るヨーロッパの国です。よく考えてみると、当た

り前かもしれません。女性は、現在の支え手、子

どもは、将来の社会の支え手です。その両方が弱

いっていうことですから、この左下のグループの

国は非常に苦労をしています。 

右上には、たくさんの女性がちゃんと働いて、

ちゃんと子育てできる国があります。10 年、15

年前は、あの斜めの線に従って、銀河のように分

布していました。それが最近だんだんと２グルー

プに分かれ始めました。実はさっきドイツは外し

て見てくださいと言いました。ドイツはちょっと

離れたところにいます。実はちょっと前、ドイツ

は日本の仲間でした。ドイツ、イタリア、日本が

仲良く並んでいたのです。「歴史で勉強した 3 カ

国が並んでいるな」と思っていたのですが、ドイ

ツは今右側へ動いています。で、今年ドイツから

来たお客さんに聞いてみました。「今ドイツが右

へ動いているのは知っている、上に上がっていま

すか。」すると「じわっと上がり始めました」と

言ってとても喜んでいました。日本も右上のグル

ープに移りたいですよね。 

「働くと赤ちゃんが生まれやすい」そんな事は

ありません。つまり、「働いても子育てをちゃん

とできる国なのか」、「働くと子育てが難しく、子

どもを産むと働くのが難しいので、どっちかを選

ばざるをえない国なのか」の違いがある訳です。

でも日本も少しずつよくなってきました。 

「ジェンダー・ギャップ指数」という女性活躍

の世界ランキングです。今年は 145 カ国中 101

位です。去年は 104 位、その前は 105 位でした。

ちょっとずつよくなっていると言えるかどうか

なんですが、日本は 105 位が最低ラインで、実は

その前はもっとよかったんです。我々は「日本は

とても最近よくなっているのになぜ順位が落ち

るのか」と事務局に聞きました。事務局の答えは、

「日本はよくなっています。でも他の国はもっと

早いスピードでよくなっています」でした。ショ

ックでした。やっぱり変革のスピードが遅いって

いうのはいろんな分野で日本の欠点かもしれま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でも望みもあります。赤い線が日本ですが、日

本の女性はとても健康で寿命が長い、日本の女性

は教育のレベルも高い、できていないのは政治へ

の参加や仕事への参加です。海外から見るとこれ

はとても不思議なことだそうです。つまり、女性

に投資をして、よい健康水準を保ち、教育をし、

すばらしい女性を育てあげているのにその能力

を使わない、もったいない国と言われています。

ただ逆に言えば、もう準備はできている、あとは

女性のパワーをしっかり使うだけです。さっき市

長がとってもいいことを言いました。「この課題

は永遠の課題だけど、永遠の言葉に隠れて我々が

努力を怠っていないだろうか。」まさに今それが

問われているのだろうと思います。 

 

なぜ、女性が活躍できないのか 

１つは、やはり赤ちゃんが生まれたときに仕事

をあきらめている女性がまだ半分以上います。す

ごく残念なことだと思います。「じゃあちゃんと

育児休業を」と我々もそこまでは思いつく訳です

ね。でも「実際に働いている人たちに何があれば

辞めずに済むのか」、あるいは「続けるために何
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がほしいか」聞くと、実は育児休業はある程度制

度も出来て、多くの企業が実施していることもあ

り、トップではありません。この調査でトップに

きているのは、「勤務時間が合いそうにない」で

した。要するに育児休業から出てきたときの働き

方です。 

2 つ目、これは我々が努力しなければいけませ

んが、「職場にウェルカムと言ってくれる雰囲気

がなかった」が出てきます。別の調査では、「子

育てをしながらでも働き続けられる制度や職場

環境」、「勤務時間が柔軟であること」、「残業があ

まり多くないこと」が出てきます。日本はけっこ

う労働時間が長く、残業をわりといとわずにやり

ますよね。でも実は子育てや介護を抱えた人には、

高いハードルになります。 

正社員が長い時間働いているのは我々もよく

知っています。それと合わせて、ちょっとおもし

ろいのは、パートの女性の 4 割以上が 1 日 7 時間

以上働いているという現実です。1 日７時間以上

働けたら、ちょっとの工夫があれば正社員になれ

ますよね。正社員になりたいのにパートというこ

とは、労働時間の工夫で乗り越えられるかもしれ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際比較を見てみましょう。長時間労働者の割

合が高いのは日本と韓国です。 

３つグラフが並んでいます。一番左、6 歳未満

の子どもがいる夫の 1 日の家事時間、日本は 1 時

間です。平日もと考えるとよくやっていると思い

ます。ところがヨーロッパで一番保守的といわれ

るフランスが 2 時間半、他の国は 3 時間です。す

ごいですよね。 

真ん中は、男性の家事時間と女性が働き続ける

割合のグラフです。男性が家事を手伝ってくれる

家庭では妻が仕事を辞めてないという数字が出

てきます。 

一番右側はもっと深刻です。同じように下にい

くほど男性の家事時間が長い家庭です。違いは、

2 人目が生まれる確率です。もう 1 人で精一杯と

思うか、もう 1 人産もうかと思うかは、どうも夫

の貢献度で決まるということが見えてきます。な

かなかショックなグラフです。育児というと、す

ぐ女性の問題と私たちは考えますが、結局核家族

なので、夫婦 2 人の子育てあるいはひとり親でお

父さん 1 人、お母さん 1 人の子育てというのが多

い訳です。そうすると世の中全体が育児と仕事を

ちゃんと両立できないと、日本の抱えている少子

化の問題は解決しないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私自身の反省を込めてこのグラフをお見せし

たいと思います。私も役所にいて、自分の部下に

女の子がいると、「彼女は結婚をした、彼女は妊

娠をした、いつ赤ちゃんが生まれる、育休から帰

ってきた、保育所見つかったらしい、お父さんお
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母さんの手伝いが得られるらしい、あるいはそう

いうのが無理で 2 人でがんばっているらしい、時

によっては彼女の夫は仕事がこれこれでよく手

伝うらしいとか、駄目らしいとか」だいたい全部

知っています。でも私自身、男性の部下のとき、

彼がどういう状況かそこまで把握していません

でした。私の潜在意識のどこかに「男の人はそん

なに家庭のことを言わずに働いてもらえる、ある

いは働かせていい」という考えがやっぱりあった

のではないかと思います。 

このグラフ見てください。だんだん減っている

青い点線は専業主婦の妻のいる男性の雇用者で

す。赤いどんどん増えているグラフ、これは奥さ

んも働いている男性の雇用者です。気がつかない

けど、職場にいる男性の状況も変わりつつある、

そのことに気がついて女性も男性も家庭責任を

負っている人たちがいるっていうのを考えなけ

ればいけない時代に来ていますし、これからもっ

とあの赤い点線（共働き世帯）は上がっていきま

す。そこで「男女とも家庭責任を負う人がいるこ

とを考えられるか」がこれからの大きな課題にな

ると思います。 

男性の働き方もとても大事になってくると思

います。丸亀がイクボス宣言をされたと市長の話

にありましたが、本当に上司が若い人たちの子育

てを応援できるというのはとっても大事なこと

だと思います。 

 

税と社会保障 

 

もう国の人間ではありませんが、一応国の政策

の説明を少ししようと思います。一番最近の大き

な政策は実は税と社会保障の一体改革です。みな

さん嫌でしょうけど、消費税上がりました。この

図は、10％になったときの新しい事に使えるお金

の額ですが、子ども・子育てに 7 千億円という数

字が出ています。特に保育所とか放課後児童クラ

ブ、子育ての相談とかに使おうとしています。 

消費税５％の時代、実は消費税は高齢者３経費

にしか使ってはいけないというルールがありま

した。3 経費とは年金、医療、介護です。消費税

が８％になったときに初めて子どもにも使おう

となりました。呼び名も社会保障４経費に変わり

ました。要するに将来の支え手がいないと社会保

障がパンクするからです。これはすごく大きな政

策変化です。そして「消費税嫌だな、軽減税率う

れしいな」と思っている人が多いかもしれません

が、軽減税率は、税収は減るということです。収

入が減ってもし本当に子育てが応援できなくな

ったら、我々が年を取ったとき、老後を支える人

たちが減るということです。だから税金って取ら

れるのは嫌ですけど、「何に使われていて、何の

ために税金を取っているか」をやっぱり考えてい

かなければいけません。最後は国民の判断です。  

「もらいたいけれど、払いたくない国民」と「配

りたいけれど、集めたくない国会議員」の組み合

わせが最悪です。それは結局、我々の子どもに借

金を残すだけになります。やっぱり払った分しか

使えない訳で、そして集めた分しか配ってはいけ

ない訳ですから。それを監視するのは我々国民一

人ひとりだと思うので、どういう選択をするか最

後はみなさんの判断です。私の希望としては子ど

もたちに対する財源だけは確保をしていきたい

と思っています。 

 

次世代対策支援 

あと育児休業給付も給付割合が上がりました。

男女雇用機会均等法もあります。育児・介護休業

法もあります。次世代育成支援対策推進法は、ち
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ょっと聞きなれない名前かもしれませんが、実は

とても大事な法律で、最近法律を延長しました。

これは会社に、従業員の子育てをしっかり応援す

る計画を立ててもらうという法律です。 

 

その応援がしっかりできているところはこの

“くるみん”マークがもらえます。左側が今まで

のもので、せっかく法律を 10 年延長したので、

とりわけ従業員の子育て等に熱心な事業所に認

定を出すのに“くるみん“のワンランク上を作り

ました。”プラチナくるみん“です。まだすごく

少ないので、”プラチナくるみん”を持っている

事業所は相当いい事業所です。“プラチナくるみ

ん”という名前を思いついたときに、役所はいい

名前ができたととても喜びました。施行間近にな

って絵を描いてみて焦りました。プラチナは印刷

するとあまり写りません。そして考えた結果、マ

ントを着ています。そして色も選べるようになっ

ています。“プラチナくるみん”ちょっと目印に

覚えていただきたいと思います。 

 

女性活躍 

もう１つ新しい法律、女性活躍推進法が来年の

4 月 1 日から施行されます。女性の活躍をちゃん

と応援するための計画を作る法律です。自分の事

業所で本当に女性が活躍できているか、実態を自

分で分析をし、「何人採用しているか、たくさん

の女性が辞めていないか、残業時間が長すぎない

か、管理職になっている女性がいるか。」このよ

うなことを調べ、できていないところを改善する

計画を作り、役所に届けて公表します。そして自

分の事業所は「このように女性の活躍をやってい

る」という実態公表もしてもらいます。 

よく PDCA サイクルってありますよね、分析を

して、計画をして、実行をして、もう一回成果が

上がったかどうかチェックをしてもらうという

ものです。この PDCA サイクルを地道にやっても

らう法律です。301 人以上の企業は強制、そうで

ない企業は努力義務です。それぞれの事業所で立

場が違い、状況が違うので、国が勝手に目標を作

るのはやめました。でも自分の事業所で、自分の

ところに合った目標を作り、数字も入れてもらい

ます。これはとてもいい効果があると思います。

まだまだ不十分なこともあるかと思いますが、少

しずつ行政も進み始めました。 

 

やればできる 

行政が進んでも、一人ひとりそれぞれの場所で

の活躍にはたくさん課題があると思います。ちょ

っと私自身の話をすると、私は高知大学を 1978

年 3 月に卒業しました。就職しようと思って県内

を眺めたら、女性の 4 年生大学を卒業した人を採

る会社が１社もありませんでした。「ずっと仕事

はしたい、なんとか自分の生活は自分でちゃんと

賄えるようになりたい」という目標があったので、

「辞めさせられない、なんとか続けられる仕事は

ないか」と思って公務員を選びました。国や県庁

の試験を手当たり次第に受けました。役所に就職

してみて「高知大学卒業って珍しいね」と言われ

ました。 

実際、高知大学出身者は少ないですが、なぜあ

まり試験に通らないんだろうと考えてみると、た

しかに学力差はあるかもしれませんが、私はもう

１つ大事な要素があると思います。「受かると思

ってやってない」ということだと思います。とい

うのは、私が受かった翌年、試験の種類は少し違

いますが、高知大学から３人ぐらいまとめて受か

りました。やればできると思うことはけっこう大

事だったのかと思います。 
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考えてみると、私の時代、勉強って、本は東京

でも高知でも買えたのでそんな差はない、じゃあ

いろんな人に会えるか、とかいろんな話を聞ける

かというところは、ちょっと差があったかと思い

ます。今はもうネットで世界中と繋がっていると

考えると、高知でも、丸亀でも、どこでもその気

持ちがあれば、いろんな活躍ができる時代になり

ました。そういう意味では、今地方都市はずいぶ

ん有利な状況になったと思います。 

そのころ私は本当に田舎の子でした。こう言わ

れたのをすごく覚えています。「これからの時代

はおまえみたいな田舎の子も案外いいかもしれ

んなぁ」。褒められたのか、けなされたのか当時

よく分かりませんでした。でも田舎の子を急に脱

出することはできないわけですから、自分なりに、

自分らしく仕事をすればいいかなと開き直って

結局定年近くまで勤められたので、よかったと思

っています。 

 

働きながら子育てをするということ 

入った頃はお茶くみがありました。初日、私が

職場に出て行ったときに、私の上司が「申し訳な

い、昨日、君にお茶くみをさせるかどうかで、課

を真二つに割る大喧嘩があったんだが、すまん、

負けてしまった。お茶をくんでくれ。」と言われ

ました。当時は課長さん方は新人の職員が配置を

されるときに、こう言っていました。「うちは女

の子はいらないから。」10 年ぐらいすると、「あん

まりできの悪い男の子を貰うくらいだったら、女

の子がいいかなぁ」みたいなことを言っていまし

た。そのうち「男の子でも女の子でもできのいい

子をくれ。」とやっぱり変わってきました。能力

に男女差がないっていうのは、最近は多くの人が

当たり前に受け止めてくれるようになってきた

と思います。でもたしかに子育てや介護で、女性

がたくさん荷物を背負っているのも事実です。 

私も上の娘が生まれて退院するとき、自分の娘

を渡されて、じっと自分の子を見て「これ持って

帰ってどうするのだろう」と思いました。いまだ

に忘れませんが、頭に浮かんだ自分の言葉は本当

に「持って帰って」でした。当時は育休がなかっ

たので、産休が終わったら出て行かなければいけ

ませんでした。でも保育ママさんとか保育士さん

とか、いわゆるプロの人たちが見てくれていまし

た。本当にありがたかったと思います。たった１

人の子育ては本当につらいです。そういう意味で

は、働きながらの子育ては大変ですけれども、プ

ロの人たちの手助けを借りながらの子育てにな

るので、ある意味いい面もあると思います。 

上の子が 2歳になった直後、転勤になりました。

娘は連れて行くしかないので、私が娘を連れて転

勤をしました。東京で住んでいた公務員宿舎では、

「あの家は妻と子どもに逃げられた」ということ

になっていました。転勤先の島根でも大騒ぎで、

「女の課長が来た。子ども連れで来た、もう空前

絶後だ」と言われたので、「空前だけど、絶後じ

ゃないと思いますよ」やっぱり予言は当たりまし

た。絶後じゃ全然なかったですね。 

島根の人には、とてもよくしてもらいました。

やっぱり大変だと思われていたので、保育所探し

を手伝ってもらい、残業がちょっとある、出張が

あるときにちょっと子どもを見てくださるおじ

いちゃんおばあちゃんのご夫婦の方も見つけて

もらいました。同僚もよくマイカーで私たち親子

を保育所まで送ってくれたりしました。職場の飲

み会も参加ＯＫです。仕事が５時に終わると保育

所に行って子どもを連れて、そこから飲み会参加

です。「おいで。ジュースあるよ、お菓子あるよ」

とみんながかまってくれました。当時松江の一畑

デパートというデパートの一番上にビアガーデ

ンがあって、からあげがあって、オレンジジュー

スがあって、枝豆があって、ポテトフライがある

わけです。子どもにとってはパーフェクトですよ

ね。一畑デパートにピンクと白のちょうちんがあ

りました。いまだに私も覚えていますが、娘がそ

のちょうちんを見ると、「あれがママの職場だよ

ね」と言っていました。「違うからね」 

そのうち、娘と 2 人で東京に帰ってきました。
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まあ親切な職場で、夫が代わりに長野に転勤する

ことになりました。ある日、女性の課長が「村木

さん、あなたの担当で国際会議があるけれど行

く？」って聞くわけです。若気の至り、「ここで

引いちゃいけない」と思って「行きます」と言っ

たものの、母子家庭状態な訳ですから、どうする

かです。 

でも娘を預かってくれる家が見つかりました。

普段通っている保育所に連れていってもらい、そ

の家に帰ってきて泊めてもらうという 1ヶ月弱で

した。「合宿」という言葉を覚えさせて娘を置い

て行きました。帰ってきたら、娘がものすごく成

長しているのでビックリしました。あとで娘に、

「もう出張は嫌だ」と怒られましたけれども。 

 

夫も１人で暮らせるようにしておきましょう 

その後、夫も転勤から帰ってきて手伝ってくれ

たので何とかなりました。夫は「俺を褒めろ。褒

めれば木にも登る」といつも言っています。でも

連れ合いを面と向かって褒めるってなかなか難

しいですよね。私は少しずつ要領が分かってきて、

まず夫の得意料理を私は作らない、「今日はあな

たの料理当番よ」なんてそんなことは言わない。

「今日は野菜炒めが食べたいわ」と。そのうち子

どもが言ってくれます。ごはんを食べ終わると

「お茶入れるのと、お皿洗うのと、お風呂沸かす

のとどれがいい？」選択権は一応夫にあげること

にしています。だいたい夫と私と好きなこと、苦

手なことは違うので、うまく収まります。夫が新

聞を読んでいる横で、私がお茶入れて、お皿を洗

って、お風呂を沸かしていると夫婦喧嘩になりま

すが、どれかやってもらうと相当満足度が上がり

ます。 

今日は、専業主婦の方もいらっしゃるし、働い

ている方もいらっしゃるし、いろんな方がいらっ

しゃると思います。私のオススメですが、夫が 1

人で暮らせるようにはしておきましょう。私も反

省していますが、たいていの家庭は女性が男性の

ほうを看取ってくれるだろうと思っています。と

ころが、私の家も夫の家も両方とも父親が 1 人で

残りました。生活能力があるかどうかってすごく

大事です。すごく上手に料理が作れなくていいで

す。でもコンビニに行って、どういうものを食べ

たらバランスの良い食事がとれるかが分かる、洗

濯がちゃんとできることなどがすごく大事です。

私のオススメは、まず一泊旅行に出かけましょう。

それができるようになったら一週間出かけまし

ょう。一週間できたらあとはそれの繰り返しです

からもう大丈夫です。ぜひおすすめをします。 

 

女性の活躍に成功している職場の特徴とは 

そうやって夫の協力も得てなんとかやってき

ました。自分が仕事をしてきて、また仕事で女性

の活躍を応援するということをやってきて、いく

つかわかったことがあります。女性の活躍に成功

している職場の特徴というのがあります。大雑把

にいうと３つあると思います。 

１つ目は、その職場のトップの人が本気だとい

うことです。これは職場に限らず、いろんな団体

の長の人が本気で考えてくれるかどうかです。あ

るアパレルの会社の社長さんがおもしろい話を

してくれました。女性の服を売っているので、女

性社員が圧倒的に多く、役員も管理職も女性が多

かったそうです。ところが会社が大きくなって銀

行や商社から人が入ってきて、だんだん女性の昇

進のスピードが止まりました。選考委員会を作っ

て昇進を決めていましたが、ある日また、男性が

昇進を先にしました。社長はたまりかねて昇進の

選考委員会のメンバーに聞きました。「なぜ、彼

女ではなく彼だったのか？」返ってきた答えは

「彼女は泣くから」でした。私も自分の後輩に「泣

くときはトイレで泣け」と言っていました。でも

その社長はもっと偉かった。「泣いても売るやつ

が偉い」と言いました。すごいと思いました。ど

うしたか、選考委員会を全部入れ替えたそうです。

やっぱりトップのメッセージって大事です。 

2 つ目は、「働きやすさ」と「働き甲斐」の２つ

の座標軸をちゃんと持つことだと思います。続け
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られないような厳しい職場では女性も能力の発

揮の仕様がありません。女性だけじゃなくて、育

児や介護やそういう責任を負った人たちが頑張

れません。介護離職とかも多いですよね。だから

働きやすい環境を作らなければいけません。それ

と合わせて“ハンディがある社員も活躍でき、休

業が終わって復帰してきたら、ちゃんとやり甲斐

のある仕事をさせてもらえる、だからこそ戻りた

いと思うし、続けたいと思う”そういう働き甲斐

の座標軸をきちんと持ってあげましょう。そして

評価もちゃんと仕事でしてあげましょう。「あい

つ子ども産んで 2 回も休んだからなぁ」「あいつ

実は力はあるけれど、ずっと真面目に休まずやっ

てきた社員より先に昇進させるのはなぁ」これっ

てすごく馬鹿な選択です。優秀でちゃんと仕事が

できる人をちゃんと評価をしていくというのは

とても大事だと思います。 

３つ目は、例えば育児をする女性のためにいろ

んなことを考える、そういう制度をだんだん女性

だけじゃなくて男性も、育児だけじゃなくて介護

も、あるいは自己啓発にも使う、そういう風にみ

んなが使える制度に広げていった職場の方がう

まくいっています。あたりまえですが誰かの犠牲

の上に成り立っている制度というのはとても弱

いです。お互い様の制度にすれば、わりと長続き

がしてみんなが不満を持ちません。 

とても印象に残った出来事があります。母子寡

婦、シングルマザーの人たちをたくさん雇ってく

れるいい企業を表彰しました。表彰式が終わった

あとにその表彰された企業の人に残ってもらい、

お茶会をして意見交換をしました。するとそこへ

呼ばれた社長の 1 人が「うちにこんなにシングル

マザーがたくさんいるって初めて知りました。」

って言うんです。「意識して雇っていたんじゃな

いんですか」と聞くと、「いや表彰を受けるって

聞いて改めて調べてみたらこんなにたくさんい

るので驚きました」「じゃあどうやっていたんで

すか、配慮してなかったんですか」って聞いたら

「例えば子どもが病気とか、例えば地域の大きな

行事とか、学校の参観日とか、いろんな事情のあ

るときに融通を利かせて対応ができる職場を作

っていっただけです。そしたら、気がついたらシ

ングルマザーがたくさんいました」と言っていま

した。そんな制度だときっとシングルマザーも大

きな顔で仕事ができているんじゃないかと思い

ました。そうやって職場にも努力をしてもらいま

しょう。 

 

女性への願い 

特に女性におすすめをしていることをいくつ

がご紹介をしたいと思います。これは職場だけで

はなく、いろんな団体の中で活動をするときも共

通だと思いますが、力を発揮するときに４つぐら

いアドバイスを私はしています。 

１つ目は、自分がやったことのない新しいこと

をやるチャンスをもらったら、必ず引き受けてほ

しいと言っています。これは自分の学校の先生が

教えてくれましたが、仕事をする能力ってどうや

って育っていくかです。仕事の能力をどうやって

測るかというと「Ａの仕事を１、Ｂの仕事は長く

専門でやっているので５、Ｃの仕事は１、Ｄの仕

事も１、Ｅの仕事も１」これだけやったことのあ

る人の仕事の力は、「それは一番たくさんやった

Ｂの５×Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅと５種類の仕事をや

ったという間口の５、この掛け算で 25 だ。」と教

えられました。つまり、自分の得意なことをきっ

ちり深めるということも大事ですが、違う新しい

経験を積むことは掛け算で効いてくると教えて

もらいました。 

２つ目は、もし昇進とか責任のあるポジション

につけてもらえるという話があったらできるだ

け引き受けてほしいと言っています。私は、昇進、

責任のあるポジションに就くというのは階段を

上るのに似ていると思います。下の段にいると背

伸びをしたり、飛び上がったりしないとなかなか

見えないことが、階段を一段上ると背が伸びたわ

けではないのにちゃんと見えるようになる、そう

いうことが実は昇進だと思います。「今の状態の
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中で私はそんな責任の重いことなんてとっても

できない、私の力はこれぐらいしかないのに」と

あきらめるのは間違っています。背が伸びなくて

も階段を上れば必要なものは見えてくるように

なると思います。オファーがあった、勧められた

ということはあなた自身に力がついているとい

うことだと思います。それでも不安そうな顔をし

ている人には、私はこう言っています。「うまく

いけばあなたの実力、失敗すれば人事のミス」、

大丈夫です。 

３つ目は、文句を言ってもいいけれど、文句を

言うときにはやることやりながら文句を言いな

さいということです。やることやらずに言うとこ

れは文句です。やることやっている人間に言われ

ると、これは提案になって聞かざるを得なくなり

ます。 

４つ目、ネットワークをつくりましょう。これ

は本当にありがたいです。厚生労働省って本当に

いい先輩が多くて、例えば子どもが生まれるとか、

地方に行くとか、管理職になるとか新しいことが

起こるときに必ず何人もが集まってアドバイス

をしてくれました。何人も集まってというのが実

はけっこうポイントで「こうやったらいいわよ」

「だめよ。そんなのこういう風にしなさい」「大

変だからちょっと休みたいんだけど」「そりゃそ

うよね」「何甘えているの」いろんな意見を聞く

中で、自分のやり方を決めることができました。 

私には特にこれが役に立ちました。固有名詞を

出して申し訳ないのですが、「村木さん、たんこ

タイプでいく？ぎんこタイプでいく？あんたは

どっちで行きたいの？」と言うわけです。“たん

こ”と“ぎんこ”というのはうちの偉い先輩２人

のことですが、全くタイプが違います。よく考え

ると“怖そうに見えて怖い先輩”と“やさしそう

に見えてすごく怖い先輩”の選択です。ちょっと

考えていると、「じゃあ、あんた早く第３のタイ

プをつくりなさい」と先輩が言うわけです。「そ

うか第３のタイプでいいんだ」このアドバイスは、

ほんと何ものにも変えがたいと思います。ネット

ワークをつくってつなげていくというのはすご

くいいと思います。そういうアドバイスをしてく

れるのは男性にもたくさんいます。特に実力のあ

る男性は女性にやさしいです。 

 

子育て、介護をしている人へのアドバイス 

力を発揮しながら、両立させるのはたしかに大

変だと思います。私は子育てをしている、または

介護をしている人にいくつかアドバイスをしま

す。「もし外のサービスとかお金が多少かかって

も、もしそれが使えるなら、そういうことで準備

を手厚めにしておきなさい」といいます。 

もう１つは、「悩むな、考えすぎるな、申し訳

ないと思うな」ということです。どうしても子育

てをしている人や介護のある人は会社に迷惑を

かけるようなことが出てくるかもしれません。

「私は会社に迷惑をかけているんじゃないかし

ら。私はいい親だろうか。私はいい子どもだろう

か」ということを悩む、そういう悩み方はやめて

くれと言います。これは上司になってよく分かり

ました。パフォーマンスが落ちます。100 の力が

あるのに、介護や育児や自分の病気で 80 ぐらい

しか力が出せません。その時「申し訳ない、どう

しよう、辞めた方がいいんじゃないか。」と思う

と 50 とか 30 の力になってしまいます。だからど

うしても悩みたかったら「どうやったら短い時間

で職場に貢献できるか、どうやったら短い時間で

いい親でいられるか。どうやったら短い時間でい

い介護ができるかと悩んでほしい」といいます。  

それと裏腹ですけれども、育児や介護で何か団

体の活動や自分の仕事に迷惑をかけたときは、今

はちょっと迷惑かけているけれど、いつかそれを

お返しするというこの貸し借りの感覚だけは忘

れないでとアドバイスをしています。そうしてい

れば周りの協力も得られることが多いかと思い

ます。 

そして一番大事なことは、やりがいのある仕事

をあきらめないでほしいと思っています。やっぱ

り子どもにきちんと胸を張って仕事の話ができ
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る方がいいと思うし、それから子育てとか介護と

いうのは大きな苦労ですけれども、人としてはず

いぶん成長します。私自身は子育てをするように

なってから、職場で評価をしてもらえるようにな

りました。やっぱり自分の思いどおりにならない

ものと悪戦苦闘するのはそうとう忍耐力がつく

らしく、すごくよかったと思っています。社会的

活動ができないときは当然あります。しゃがんだ

り、避難したり、足踏みをしたりっていうことは

当然やっていいと思います。でもだからといって

ずっと立ち止まらないで、また力がついたら、時

間ができたらずっと社会で活躍をしてほしいと

思います。 

最初に説明をしましたけれども、本当に少子高

齢化です。女性も男性も高齢者もそして障がい者

のパワーも日本は求めています。日本はこれから、

労働力は減るけれども、労働の質が上がればそん

なに心配はしなくていいという調査もあります。

ある調査で、ワーク・ライフ・バランスとか働き

やすい職場をつくったところは生産性が上がる

と出ています。ポイントはですね、ちょっとタイ

ムラグがあることです。そのタイムラグをちょっ

と我慢すれば、ほんとに働きやすい職場をつくっ

たほうが職場も良くなるということが分かって

います。なぜ女性とか育児や介護の人を巻き込ん

でやると、生産性が上がるのか、不思議な気もし

ますが、分かる気もします。あなたがもし、全日

本の監督に選ばれたら、西日本からだけ選手を選

びますか。そんなことありえないですよね。でも

女性の活躍を本気で考えないというのはそれと

同じです。人口の半分を活躍させない、それは全

日本の監督失格だと思います。 

女性も男性もみんなが力を発揮して、全員参加

を実現して、その一人ひとりが自分なりに、ある

いはそのときなりに、今の 100％の力を出し切れ

る環境をつくれば一人ひとりも元気になるし、地

域も元気になるし、社会全体も元気になると思い

ます。男女共同参画、ほんとにこの社会にとって

大事な課題だと思います。みなさんと一緒に、日

本よりも早いスピードで進んでいる国に負けな

いくらい、男女共同参画を前に推し進めていけた

らうれしいと申し上げ、私の今日の話を終わりた

いと思います。 

ご清聴どうもありがとうございました。

 

 

【村木さんの配布資料一覧】 
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（２）パネルディスカッション記録 

井原：ご紹介いただきました、井原でございます。

今回の 10 周年記念事業の最後として、パネルデ

ィスカッションの進行役を仰せつかりまして、大

変光栄にも、またなにぶん微力ですので、恐縮に

も思っているところでございます。 

村木さんから少子高齢化を背景とする女性活

躍の必要性、広く言えば男女共同参画の必要性、

またその取り組みについてお話をいただきまし

たので、それを受けて当地、丸亀ではどう行動し

ていけばよいのかお考えいただこうと思います。

そのためにこれ以上ないパネリストの皆様にご

登壇をいただいております。その皆様のお力を借

りてパネルディスカッションを進めてまいりた

いと思いますので、どうぞよろしくお願い致しま

す。 

 

その前に少し自己紹介をさせていただきます。

私は、さきほどの村木さんより約 10 年早く勤め

始めまして、香川大学で 40 年近く勤め、そのあ

と思いがけない成り行きからＮＨＫの常勤の経

営委員として渋谷の放送センターで５年勤め、昨

年から高松に帰り、現在高松大学に勤めながら、

地元企業の社外取締役などを務めさせていただ

いているところです。 

私はもともと会計学の教育研究をしたいと大

学教員になったものですから、このような成り行

きに自分自身でいぶかしく思うときもあります

が、私の取り柄があるとすれば、ただただ真面目

で一生懸命なだけで仕事をしているうちにこう

なった感じでございます。 

私は男女共同参画の専門家ではないのですが、

古くから仕事をしてきたからでしょうか、この分

野に関わらせていただくようになりました。この

間、専門家でない私は、私自身の目線で、体験の

中で感じた悩みや願いを多くの方と共有し、ある

いは考える機会をいただいてきましたことを大

変ありがたく思っております。 

また世の中の推移を大変興味深くも思ってお

ります。例えば、最近、事業所内保育所が女性の

活躍のために必要である、仕事と家事育児の両立

のためにも必要であると言われるようになりま

した。私は長くこれを言い続けてまいりましたが、

なかなか進むことはございませんでした。なぜこ

れを言い続けてきたかといいますと、私自身子ど

もを育てるにあたって、当時育児休業はもちろん

ありませんし、保育所の長時間保育等もほとんど

ありませんでしたから、母に助けられ、折々にご

近所の皆さんのお力を借りながら仕事をしてき

ましたので、どうしても近くでしっかりと面倒を

見てくれる施設がほしいと思い、こう言い続けて

きました。 

私はまだ母に助けられましたが、私が孫を見る

ようになったときに、「もしかしたら現役かもし

れないので、十分に見られないかもしれない。そ

ういう状況は今後多く現れるかもしれない」とも

思って事業所内保育所が必要と言っていたので

す。案の定というべきか、私は今まだ現役に近い

のですけれども、私と同業に就いている娘が、日

曜日に仕事で出かけると、「子どもをどこに預け

たらいいのか。お母さん来て」と言って、私は日

曜日に奈良まで孫の面倒を見にいっております。

孫を見られるのは嬉しいものですから「私の趣味

は孫よ」とか言いながら、奈良まで行ってはおり

ますけれども、正直に言いますと疲れる日々でも

ございます。そんなことで、最近事業所内保育所、

長時間保育というものが非常に必要だというこ

とが謳われるようになり、またその実現が図られ

ていくというこの推移を大変ありがたく思いつ

つ、興味深く、もっと早かったらと若干シニカル

にも見ているところでございます。 

ともあれ、このように男女共同参画の取り組み

に関わらせていただいてきましたけれども、もっ

とも強くといってもいいぐらい印象に残ってい

ますのが、ご当地丸亀市で、市町としては貴重に

も施行されております、男女共同参画推進条例の

策定作業でございます。当条例のために市民自ら
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が考えてつくりたいというお話を受けてお手伝

いをさせていただくようになったのですが、本当

に市民の方が取り組んでおりまして、よくある行

政が原案をつくってそれに市民が意見を言うと

いう形ではなくて、文字通り一から市民が取り組

んでおりました。夜、仕事や家事が終わってから、

いろんな立場の方 30 人くらいが集まって、ワー

クショップ形式とＫＪ法で条例の構成から内容

まで、喧々諤々と議論をしながらつくり上げてい

きました。毎晩 21 時を超えるということも珍し

くございませんでした。 

実は当時私は、仕事の上で、地方大学では珍し

い社会人中心の地域マネジメント研究科の整備

に必死な状況でしたので、もう丸亀からの帰りの

電車はベッドでした。ある時疲れからでしょうか、

こちらに来る途中で転んで、顔に擦り傷を作って

大きな絆創膏を貼って行きました。それを見たメ

ンバーが「どうしたんですか」と聞いてはくれま

すが、「帰ったらどうですか」という声はかけて

くれませんでした。「まぁなんと」と思いながら、

喧々諤々の輪に加わりました。その熱い取り組み

に私もワークショップメンバーのような気持ち

で関わらせていただきながら、改めて男女共同参

画というのは市民みんなのものであるのだと感

じました。その取り組みが重要であると認識する

とともに、そうした形で取り組んでいる丸亀市の

すばらしさを感じたことが今鮮やかによみがえ

っております。 

 

そして今回のパネルディスカッションが市民

自ら考え取り組んでいくという丸亀市ならでは

の形で企画をされて、参加させていただくことを

とても嬉しく思っております。当地でご活躍のパ

ネリストの皆様ならびに、会場の皆様といっしょ

に、一大課題であります男女共同参画の社会づく

りをここ丸亀で進めるために、そして 10 年後の

すばらしいまちづくりを考える為に何を考え、そ

して議論し、取り組んでいけばいいのか考えてま

いりたいと思っています。 

その進め方ですが、パネリストの方に大きく２

つのテーマに分けてお話をいただこうと思いま

す。最初にそれぞれの活動分野において、自己紹

介を兼ねた現状、そしてぜひお願いをしたいのは、

そのご活躍に至るまでにはきっと苦労や葛藤も

あったのではないでしょうか。そういった葛藤と

か苦労を乗り越えた活躍ぶりというものを私ど

もは承知をしたいと思っておりますので、そのよ

うなお話をお願いしたいと思います。続きまして、

それぞれの現状、その過程を踏まえて、10 年後を

想定して、丸亀市では地域や組織にどのようにな

ってほしいのか。そしてパネリストの方々はその

ためにどのように行動していこうと思うのか。ま

さにメインテーマであります「10 年後の丸亀市を

描く」についてお話をいただこうと思います。以

上２つの視点からお話を進めさせていただきた

いと思います。 

 

第１ラウンド 

 

井原：それではさっそくですが、まず自己紹介

を兼ねた現状からお話をいただこうと思います。

三原さんよろしくお願い致します。 

 

三原：みなさんこんにちは。三原です。どうぞ

よろしくお願い致します。 

私は平成 23 年に退職後、地産池消を推進する

ため、学校給食センターに勤務し、野菜の物資購

入にあたり、学校給食センターと農家さんとの中

間役をすることになりました。 

現在、地産農家の登録者は約 50 名です。地産

農家さんも私も、子どもたちに新鮮で安心安全な

野菜を食べさせたいと思う気持ちがあり、毎日が

んばっています。地産農家さんが出荷しやすいよ

う、また給食センターが使いやすい野菜を出荷し

てもらうために、話し合ったり、現地を見に行っ

たりして、良い品物を出荷してもらうよう心がけ

ています。また中讃農業改良普及センターの先生

を講師に、春野菜の作り方、秋冬野菜の作り方、
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予防の仕方等、年に２回ほど講習会を開催して、

良い品物を出荷できるよう手助けをしています。

そのおかげで、今は、学校給食センターに１年間

におよそ 60 トンもの野菜を出荷できるようにな

りました。また、地産率は 11 月で 36％でした。

もっと地産率が上がるよう地産農家さんの推進

をがんばっていこうと思います。来年１月の「給

食週間」には、飯山南小学校４年生と、学校の栄

養士さんと、地産農家さんとの交流会を開催する

予定にしています。この交流会を通して、野菜の

ことを知ってもらえたらいいなあと思っていま

す。 

また、退職後、在職中に生活研究グループの担

当でいろいろと勉強したことが役に立てばと思

い、生活研究グループの部員になり、研修会、イ

ベントに参加しているうちに“あれもこれもして

みたい”と夢が膨らんできました。そこで地元の

野菜やくだものを使って加工品を作ろうと思い、

早速家族に相談してみたら、「お母さん、絶対無

理」と猛反対されました。「なぜ反対するのか」

と聞いてみますと、加工所を作る場所は問題ない

けれど、資金の問題と、成功できるのかというこ

とでした。最初の資金の方は、退職金の一部をあ

てることにしました。成功できるのかということ

は、自分の努力と、加工品を作りたいという強い

気持ちだと思い、家族の反対を押し切って、平成

23 年８月に自宅の納屋を改築して加工所を作り

ました。また保健所で衛生面について勉強し、営

業許可（そうざい、ソース類、アイスクリーム、

缶詰、ビン詰）製造業を取り、加工所で作る運び

となりました。作る品物は、桃の形をした押し寿

司、旬の野菜やくだものを使ったジャム、桃の入

った焼肉のたれにしました。一番作りたかったの

は、丸亀市特産の桃を使ったジャムと、桃の形を

した押し寿司でした。出来たときは大変うれしか

ったのですが、問題は、販売経路です。 

今までは、地元のイベントへの出店がほとんど

でしたので、中讃農業改良普及センターの先生に

相談したところ、「産直はもちろん、県の方のイ

ベントにも出品してはどうか。紹介しますよ」と、

アドバイスをいただきました。今では産直、大型

スーパー、県のイベントに出品できるようになり

ました。忙しくしながらも楽しく取り組んでいる

私の姿を見てかどうかは分かりませんが、今では

反対していた家族も応援してくれ、また手伝って

くれるようになりました。今では、「焼肉のたれ

がおいしいよ。リピーターになるよ」と、とても

嬉しい声を聞くようになりました。この焼肉のた

れを作ってみようと思われる方は、会場を出たと

ころにレシピを用意していますので、参考にして

みてください。 

私は、これ以外にも飯山南コミュニティ文化育

成部としても活動していまして、小学校５年生の

子ども達とは、ＪＡの指導の下、もみまき、田植

え、稲刈り、収穫祭と、食育の勉強、４年生とは

昔の暮らし、１年生とは昔の遊びを通して交流し

ています。 

また、去年の 4 月には、「香川県むらの技能伝

承士」として登録させていただきました。地域の

交流の中で、特産品、旬の農産物、郷土料理を通

じて、人生の先輩から教わったことを次世代に伝

えていきたいと思っています。 

 

井原：ありがとうございました。続きまして十

河さんお願い致します。 

 

十河：丸亀市ＰＴＡ連絡協議会副会長の十河で

す。よろしくお願い致します。 

私はよく内藤大助に似ていると言われます。こ

れを言わないとみなさん顔を見てくれないので

いつも言うようにしているんですけれども。内藤

大助のほうが年下なので、私が似ているのではな

く、彼が似ているんです。 

私は既婚で、子どもが 3 人おります。上から高

２、中２、小５で、男、女、男です。みんな丸亀

に住んでいます。10 年ぐらい前までの話ですが、

某電力系のコンピューターの会社に勤めており

まして、電力会社が大きい高いシステムを入れる
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ので、100 人ぐらいの大きなプロジェクトを組ん

で、そのシステムを構築するのに参加しました。

それに参加するのにコンサルの資格が必要で、そ

れを受けるため、合格をするために東京に 1 ヶ月

半くらい泊り込みました。西新宿のウィークリー

マンションを会社が借りてくれ、1 ヶ月半勉強し

て最後に試験がありました。その資格をとるため

にお金はどのくらいかと言うと、150 万くらいか

かるのを会社が全部出してくれました。うちの会

社から 10 人くらいその資格を取り、そのプロジ

ェクトに入って、成功させました。そのプロジェ

クトが終わって、その私の 150 万かけた資格を持

ってどんな仕事ができるかというと、四国の中に

は大きい会社（某ＪＲさんとか某タダノさんと

か）のシステムを少しかじったら、もう仕事はあ

りませんでした。でも大阪や東京に行けばいくら

でも仕事はありました。当時そのコンサルの資格

を持っていれば、会社同士の契約で 1 人が月 200

万で契約できていたんです。20 日働いて 200 万

ですから、1 日 10 万円くれる(私にはくれません

けれども)契約になっていました。実際私はどこに

行かされたかというと、千葉です。千葉といって

もディズニーランドや幕張メッセのあるところ

は、東京のようなものです。私は茂原市という千

葉と九十九里浜の真ん中くらい、あの房総半島の

付け根の真ん中くらいのところに行かされてい

ました。行きたくなかったんです。四国の中にも

う仕事がない訳ですから、最初は長期出張という

出張扱いで行かされていました。 

それまで私は坂出のほうに住んでいたんです

が、一番上の子どもが小学校に上がるときには、

実家の丸亀に帰って家を建て、子どもは田舎の小

学校に行かせたいというのがありました。 

ちょうどそのタイミングに会社からどう言わ

れたかというと、「転勤」です。それまで「出張」

扱いだったので、ホテル代も出ていて手当ても割

とあったのですが、千葉に首都圏システム部とい

う部ができたので転勤になりました。「これはち

ょっと行きたくないな」と思いました。会社の上

司に「行ってくれないか」と言われたので、「行

きたくないです」と言いました。しかしその上司

からの答えは「ふーん」でした。まあ行かされる

ことになるんですけれども。 

いやいや 1年 3ヶ月くらい千葉に行くことにな

ります。その時に改めて、「組織ってなんだろう、

何の為に働くのだろう」と考え直しました。最初

就職したときは 1 人ですから、何の意味も考えず

にお金が稼げるから働いていましたが、私は 2 人

兄弟で、兄は私が 19 歳のときに亡くなり私 1 人

になったので、地元に帰りたいと思ってわざわざ

四国の香川の会社に就職しました。だから香川県

から離れたくなかったんです。 

改めて千葉で働くことの意味を考えてみまし

た。やっぱり 1 番は、家庭のためだろう、自分に

家族ができたのだから、家族のために働くのでは

ないか。2 番目は地域のためだろう、せっかく地

域で生かされているのだから地域のために働く

のではないかと。それが今どうなっているのか考

えてみると何も達成できてないわけです。私が千

葉にいる限り、単身で行きましたから子ども達は

私の姿を見ることはないです。多少手当ては出ま

すけれども、月に 2 回香川に帰ったら赤字になり

ます。それぐらいの手当てしか出ませんので、そ

れは家族のためにはなりません。千葉にいますか

ら当然地域のためにもなりません。「これはやば

いぞ」ということで、本当は資格を消したかった

んですけれども、そうすることもできないので、

潔く会社を辞めました。 

会社を辞めてどうするか、私はコンピューター

の会社だったので、コンピューター専門なんです

けれども、自分のスキルをいろいろ考えてみると

コンピューター以外にも料理も好きだし、草刈り

もできるし、ひととおり何でもできるし、何でも

する仕事をしよう。 

実はみなさんの目にチカチカしているこのオ

レンジの服装、私は便利屋をしております。「ひ

ととおり何でもするから何か困ったときに呼ん

でください」私は自分のことを“生活レスキュー”
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と呼んでいまして、だからレスキューのように見

える格好をしています。 

家族のためには、私は働いて余った時間は家事

にまわし、朝は朝ごはんを作り、子どもと妻の弁

当、晩ごはんも私が作っています。さっきの村木

さんのお話に男性の平均家事時間が 1時間とあり

ましたけれども、私は毎日 5 時間家事をしていま

す。あとは地域の幸せのために仕事をしているん

ですけれども、毎朝この格好でゴミ拾いをしてお

ります。それは地域のためでもあるし、私の地域

密着型のＣＭのためでもあります。私の会社の宣

伝にもなるし、地域の人にも知ってもらえるし、

みんなも喜ぶという一石二鳥で、これを考えつい

たときに「やった」と思いました。私の家は田舎

で、レオマワールドの近くなので、ゴミ拾いをし

ているときの周りの風景は緑です。オレンジは、

緑に映える色でもあるのでこの格好です。今日は

一番いい服を着て来たので、非常にチカチカする

と思います。 

今私は便利屋という仕事を非常に楽しんでや

らせてもらっています。便利屋を始めて、地域に

ずっといる訳です。改めて地域の人や学校の先生

たちが、子どもを健全に育てるために努力をされ

ているというのに気付いてしまったんですね。こ

れは地域の人、先生だけに任せっぱなしはよくな

いと思い、私も保育所、小学校、中学校のＰＴＡ

をしてきて、今綾歌中学校のＰＴＡの副会長もし

ています。前回会長でした。会長を歴任しまして、

今は丸亀市のＰＴＡ連絡協議会の副会長もして

います。 

他にも男女共同参画審議会の委員をしている

関係で、ここにいる訳です。あとはコミュニティ

の委員、地元小学校のコンピューターの臨時講師

とか、消防団にも入っています。県教諭の嘱託の

「さぬきっこ安全安心ネット指導員」という子ど

もたちがネットやケータイを使うのが危ないと

いう話をいろんな小中学校で指導する役もさせ

てもらっています。あとは、少年警察補導員や少

年警察指導員を引き受けて、地域の方が幸せにな

れるように、自分の家族が幸せになれるようにが

んばっております。 

 

井原：ありがとうございました。では、ひき続

きまして田中さんお願い致します。 

 

田中：私のほうは、十河さんほど顔に自信がな

いものですから、パワーポイントを見ていただき

ながら話をさせていただきます。 

実は、丸亀に拠点を置く企業の総務部で「六社

会」というものをつくっております。今回は「六

社会」の代表ということで、ボスである、伏見製

薬所の吉田取締役からご指名され参加をさせて

いただきました。 

 私自身のことを少し申し上げますと、香川県出

身ではありません。奈良県の生まれです。大倉工

業に入社してすでに 38 年が過ぎました。その間

に営業、開発、企画、総務、子会社の社長を経て、

6 年前から現職に就いております。 

子会社とは、滋賀県の東近江市に本社を置く合

成樹脂のフィルムの製造販売を行っております

関西オークラという会社ですけれども、従業員が

150 名くらいです。この子会社の社長時代に、私

自身その当時女性の活用の必要性を強く感じま

して、女性を管理職に登用した実績があります。

我々大倉工業では、毎年、年末にグループ全社の

管理職 250 名が一堂に集まって会議をします。現

在もその管理職の中で女性は、彼女 1 人です。私

に先見の明があったのか、その後の総務部長とし

ての職務怠慢なのか、ずいぶん今は複雑な気持ち

でおります。15～20 年前、我々の会社も今から

は女性の時代ということで、営業を中心に女性の

総合職を10名くらい採用した時期がありました。

もちろん、採用だけではなく教育育成に関しても、

男性社員と同様に投資をしたと思います。しかし

結果は期待と裏腹に、採用した女性のほとんどが

退職しました。やはり結婚を機に退職というのが

多かったと聞いております。我々の会社の女性活

用に関しては、やはりその時のトラウマが色濃く
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残っているようにも思います。 

その後の女性の採用は内勤の事務職や工場の

オペレーター、地域の限定職が中心になっており

ます。女性は社会に出た後、結婚、出産というラ

イフサイクル上の大きな転機があります。特に結

婚に関して男性主体の選択をされることが多い

ということです。私も採用面接をして感じますが、

我々の会社は製造業ですので、理系の男性、しか

も大学院卒がほとんどです。中には女性もいます。

最近の女性は明らかに男性よりも成績も優秀で

す。かつ考え方もしっかりしていると感じます。

面接のときは、その女性も「認められる仕事がし

たい、職種や転勤もいとわない」と熱意を込めて

言ってくれます。ところがいざ結婚となると、相

手となる男性の勤務地が離れていますと、結果的

に退社となるケースがほとんどです。弊社にも大

変優秀な中国の女性がいます。ご主人は母国の中

国で働かれています。子どもも中国のご両親が面

倒を見ています。仕事、育児、ライフスタイルそ

のような考え方も中国と日本では大きく違うよ

うな気がします。 

一方で出産を機に退職される女性は、我々の会

社でもほとんどありません。過去 4 年間で、弊社

における出産経験者が 65 名、そのうち育休取得

率は 96.9％、その中で復帰後時短勤務を選択した

方は 52.4％となっています。出産のケアに関しま

しては大きな問題はないと思っております。 

ただ、男性の育休取得は全く浸透しておりませ

ん。過去我々のグループ会社で育休を取得したの

は 1 名のみです。これまで男性の育休を推進する

姿勢も無かったように思います。今後、男性従業

員自身の価値観、特に家事や育児に関して応分の

負担をするという啓蒙が相当必要だろうと感じ

ております。また田舎と都会、この環境の差もあ

るように感じます。田舎の場合、割とご両親が身

近に住まれていて、子どもの面倒を見てくれる環

境があるのではないでしょうか。都会で夫婦 2 人

自立した生活をしていると、男性の子育て協力が

どうしても必要になるような気がします。 

今回そのようなこともあって、女性の考え方や

ニーズをより知るために、グループの全女性従業

員に対してアンケートを実施しました。グループ

全体の従業員数は約 2000 名、うち女性の比率は

22％程度ですから約 400 名強です。現在約 300

名の女性から回答を得ております。 

「あなたは管理職になりたいですか、なりたく

ないですか」この設問に関して４％の 13 名が「管

理職になりたい」と回答しました。これは私にと

っては少し意外でした。私の感覚で言うと 1 人か

2 人くらいはいるかと思っていましたけれども、

13 名が「管理職になりたい」と回答しました。次

に、「管理職になりたくない」と答えた女性にそ

の理由を聞きました。ここにありますように「自

信がないから」「責任が重くなるから」という答

えに続いて「仕事と家庭の両立が難しい」という

回答がありました。そして「女性が管理職になる

ための重要な項目は何ですか」に対して「個人の

能力」や「経営方針」に続いて「家族の理解」「会

社の風土」「男性社員の認識や理解」という答え

が返ってきました。 

「女性から見て管理職にふさわしい女性はい

ますか」この設問に対して、16％の 50 名の女性

が「いる」と答えました。この数字が本当だとす

ると、我々は一体普段何を見ているのだろうと非

常にショックを受ける結果でした。 

最後に「女性の活躍の阻害要因」を聞いたとこ

ろ、「男性に比べて家庭責任が重い」「上司や同僚

の男性の認識、理解がない」「時間外、深夜勤務

がある」「女性同士の人間関係」「転勤がある」な

どの答えが返ってきました。 

今回のアンケートの結果から、私の認識以上に

機会や条件さえ整えば、管理職を目指そうという

女性が社内にいて、またそれにふさわしい人材も

いるということ。また女性の会社での活躍を阻害

する要因として、個人の素質を別とすれば、家事

や育児という家庭内の負担が大きい、会社の方針

や上司、同僚の理解が必要、転勤、時間外労働、

深夜勤務など働き方の問題があるということが
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分かりました。 

今回、丸亀市人権課の男女共同参画室谷本室長

からの呼びかけもありまして、さまざまなセミナ

ーやイベントに参加する中で、女性の活躍の推進

について、私自身の考え方や価値観も改めなけれ

ばならないと強く感じております。日本の人口減

少、生産労働力人口の減少がもたらすリスクにつ

いては十分認識はあります。我々の会社も製造オ

ペレーターの採用に非常に苦労しております。良

い悪いは別として若い人の仕事に対する価値観

も変わってきています。製造業である以上、もの

づくりができなければ事業を永続できません。必

要な労働力を多様な選択肢から確保しなければ

なりません。高齢者、女性、外国人もその１つで

す。こうした多様な従業員が安全で安心して、そ

して活力を持って働ける職場づくりが必要です。

会社の風土改革も必要です。男女を問わず従業員

一人ひとりの価値観や男性社員の考え方も一気

にはいきませんが、変えていかなければならない

と考えています。 

今回その一環として、社内報に特集記事を掲載

することにしました。「ＷＯＲＫ＆ＬＩＦＥイマ

ドキ子育て世代の声と子育て応援制度」です。記

事の内容は、育休後今年の 4 月に復帰した関東オ

ークラの干場さんの声と今村関東オークラ社長

の言葉、当社ではめでたく 2 人目のイクメンとな

った野村くんの声と妻のコメント、産休、育休の

基礎知識を掲載しました。谷本室長からのメッセ

ージもいただきました。次号以降では今回紹介し

た女性従業員のアンケート結果による意識調査

やノー残業で家事や育児の推奨、それから他の企

業の取り組みなどこうした女性活躍推進の環境

づくりに焦点を当てた特集記事を予定しており

ます。もちろん本日の村木さんのご講演や本日の

パネルディスカッションでのみなさんのご意見

についても紹介させていただこうと思っており

ます。我々の周辺の女性が活躍されている姿を紹

介して、男女を問わず弊社の従業員に刺激を与え

ていく事が大切かなと、今はこう考えております。 

井原：ありがとうございました。今回の記念事

業を会社の人事マネジメントに影響させていき

たいという大変嬉しいお話でございました。それ

では最後に、古免さんよろしくお願いします。 

 

古免：株式会社ヒカリの古免亜津佐と申します。

よろしくお願い致します。非常に立派な発表の後

で、とても緊張をしていますけれども、少しお時

間をいただいてお話させていただきます。 

私の話は、私自身働く女性ということで、自分

の経験を通じた話をさせていただきます。私は株

式会社ヒカリという会社に勤めております。当社

は丸亀市田村町にありまして、住宅や商業施設の

設計施工をしている総合建設業と、「レフコ」と

いう関東から九州にかけて 11 店舗を営業してい

るフィットネスクラブ事業の２つの事業を中心

に運営している会社です。その中で、私は人事総

務課に勤務をさせていただいております。 

私自身は、高松市で生まれました。その後何回

か仕事を転々としております。最初の就職先は、

短大の先生からご紹介をいただきました、香川大

学農学部の教授アシスタントでした。研究室の学

生たちは、就職先の夢、これからどうしたいとい

うことを意気揚々と話していました。その時、私

は 19 歳でしたが、その話を聞くと私も何かでき

るんじゃないかと思いました。基本的に私は内向

的でしたけれども、話を聞いただけでどんどんと

世界が広がってくような感じがして、とても刺激

を受ける場所で仕事をさせていただきました。 

その後、ハローワークで見つけた香川県学校給

食会、それから香川県教育委員会で臨時職員を２

つ経験しました。こちらの仕事はほんとにやりが

いがあり、仕事自体もものすごく楽しくて、長く

やりたいという気持ちはありました。ただ、臨時

職員という立場上、仕事をしている上でも、「い

つまで契約していただけるのだろう」と毎年不安

で、また給料の面を考えるとこれから自分の将来

を考えると臨時職員というのはなかなか続かな

いと考えておりました。職場では、上司や同僚に



61 

恵まれて、改善提案や意見も取り入れていただい

たりして、本当にやりがいのある仕事だったので

辞めたくはなかったんですけれども、そういう事

情でまた転職をすることになりました。 

臨時職員という立場で働いておりますと、仕事

自体の改善とか提案をする時にも、「こんな立場

でこんなことを言っていいのだろうか」「どうせ

もうすぐ契約が切れて、私がこの仕事をできる訳

じゃないんや」といつもそんなことをネガティブ

に考えてしまっていた部分もあったんです。そう

考えるとやっぱり正規の社員になろうと思い、転

職する１つの要因となりました。  

現在は正社員として株式会社ヒカリで勤めさ

せていただいております。当社は就業規則も非常

にしっかりとした会社です。産休、育休、介護中

の短時間出勤、そういう制度も整っておりまして、

上司も好意的で、取得しやすい環境で働いており

ます。そんな中で、昨年私の同僚が産休を取得い

たしました。その際に感じた事が２つあります。 

まず１つ、産休を取得する社員は非常に不安な

んだなと感じました。その社員は非常に優秀で、

給与を担当していました。当社の総務は人員も非

常に少なく、１つの業務を一人でこなしています。

また給与担当となりますと、個人情報の取り扱い

や制度の変更、それからソフトを使うということ

もあり、専門性も高く、2 人で共同作業を行うこ

とがなかなかできなくなっています。そういう状

況で彼女が産休になりました。産休中の対応をし

てくれるパートの女性も非常に優秀な方ですが、

いくらパートの方が優秀でも限界があり、産休中

の彼女に毎回電話して「これはどうしたらいい

の」と聞き、どうしても間に合わないときには「す

みませんけど、出てきてもらえますか」という連

絡を頻繁にしていました。そんな頼りにされてい

る彼女でも私にぼそっと、「帰ってきたときにこ

の席に入れないかもしれない、帰ってきたときに

どっか違うところに行かされるかもしれない」と

不安を感じていたのです。「ほんとに優秀な彼女

でもそんなことを考えるんだな」とつくづく感じ

ました。 

２つ目は周囲に与える影響です。私たちももち

ろん、彼女の産休中はとても大変でした。パート

の女性も非常に優秀でしたし、ほとんど仕事はし

てくれていたんですけれども時間中にできない

仕事は周囲がフォローしないといけません。自分

が持っている仕事にプラスするという形になり

ます。分かっていてもやはり大変でした。 

私自身にもそのときにプラスで大変なことが

起こってしまいました。現在私は高松の実家に住

んでいまして、1 時間かけて丸亀の職場に通って

います。家族構成としては、父母弟の４人で暮ら

しています。94 歳の祖母が認知症になり、今は施

設に入っています。その祖母の施設に父と母は毎

日通っている状況です。その中で、一昨年母が病

気を患い、入院しました。入所しているとはいえ

認知症の祖母、そして食事を一切作ったことのな

い父、同じように食事なんて作ったことのない頼

りにできない弟、母がいないとすべて私のほうに

負担がかかってきます。とても不安でした。祖母

の施設、母の病院、毎日の食事、洗濯、その上産

休の同僚のフォローで仕事は増えています。これ

からどうなっていくのだろうと精神的に焦りと

不安がありました。 

その時父が「俺が食事を作るわ」と言って食事

を作るようになってくれたのです。父は定年退職

して、65 歳を超えておりましたので、家で 1 日過

ごしております。ただうちの父は、買い物かごを

持って歩くのは男にとってみっともないという

考えの持ち主で、今まで食事を作るというのはあ

りえないような父親でありました。その父が、食

事を作るという発言をし、その次に「洗濯機の使

い方を教えてくれ」と私に言い、今となってはす

べて父が主婦の代わりとなって洗濯をするのも、

ごはんを作るのもこなしています。本当に精神的

にも家庭の状況も助かりました。今までの母のあ

りがたみと父の行動に、本当に両親には感謝して

います。今まで申し上げたように、家族の助けが

ないと仕事はうまくいかないというのを本当に
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実感しております。 

現在は母も無事戻ってきて、同僚も復帰し普段

の生活に戻っております。今私自身は、会社から

働き方の研修に参加させていただいています。マ

ニュアルの作り方や新しい働き方、働きやすい職

場にするための仕組みづくりを勉強させていた

だいております。当社には建設現場で働く女性、

フィットネスクラブということもありまして、シ

フト制で夜遅くまで働いている女性などいろい

ろな働き方をしている女性がいます。制度があっ

てもなかなかその活用ができていないという現

実もあります。これからどうしていきたいか会社

の同僚と共に考えて、少しでも今の勉強を活かし、

働きやすい職場、やりがいのある職場をつくって

いけるように活動していきたいと考えておりま

す。 

 

井原：ありがとうございました。それぞれに大

変深いお話をいただいたと受け止めさせていた

だきました。それぞれに悩み、苦労しながら、今

に至っているその現状を生き生きと、でも思慮深

くお話をいただいたところでございます。 

心に残ったことを私なりに申し上げさせてい

ただきますと、三原さんからは地域にとって非常

に大切な地産池消ということと、当初はご家族の

反対があった中で自分の努力と加工品を作りた

いという強い気持ちで今に至っているというお

話をいただきました。そして十河さんからは組織

とは何なのか、何の為に働くのかということを反

芻しながら家族の幸せ、地域の幸せのために今の

天職にたどりつき、自分の価値観を大切にしなが

ら生き生きと生きているそういう生き方のお話

をいただきました。さらに田中さんからは女性活

躍の必要性を認識していながらも、必ずしも十分

に実現していなかった中で、女性従業員の意識調

査をして、やっぱりもっと本格的にこれまでの考

え方も修正しながら取り組まなければいけない

というとても前向きで意欲的なお話をいただき

ました。そして、最後に古免さんからは、家庭あ

るいは家族と仕事の両立の難しさと、でもその中

での働きやすさと働き甲斐のお話でした。村木さ

んの話にもありましたが、働きやすさだけでは決

して女性は働き続けられない、働き甲斐がほしい、

その働きやすさと働き甲斐のある女性の生き方

を今一生懸命考えており、そのためには男性の家

事参加が必要だというお話をいただきました。家

庭と仕事の両立のためのキーワードをお話いた

だいた気がします。正社員になることの必要性の

お話もありました。男女共同参画白書の雇用形態

別構成割合では、平成 26 年はパート等が 56.7％

で正規職員は 43.3％です。これはほぼ香川県でも

同じ割合でして、非正規労働者の割合の方が多い

という働き方の現状をどう考えるのか、そういう

お話とも受け止めさせていただいたというとこ

ろです。 

このようにそれぞれに悩み苦労しながら、だか

らこそ今がある、それぞれの個性と能力を持って

生き生きとした生き方に辿り着こうとされてい

るみなさんのお話を伺ったところであります。 

 

第２ラウンド 

 

井原：では、ただ今伺ったようなお話を踏まえ

て 10 年後の丸亀市はどうあればいいのか、地域

は、組織は、あるいは家庭はどうあればいいのか、

非常に興味深い貴重な経験を持たれているみな

さんにその視点からお話をいただこうと思いま

す。それを会場のみなさまと共有化すればきっと

丸亀市の未来は明るいのではないかと思います。

それぞれに 10 年後の丸亀市についてご意見をい

ただき、さらにはご自身としてそれのために何を

するのか、何をしたいのかということについても

合わせてご意見をいただきたいと思います。 

それでは次は逆周りでお願いをしようと思い

ます。さっきお話をいただいたばかりで恐縮では

ございますが、古免さん、10 年後の丸亀市を描い

てみてください。 
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古免：私は、さきほど申し上げましたように高

松市に住んでいます。丸亀に通勤していまして非

常に元気なまちだなと最近実感しております。ピ

カラスタジアムだったり、ハーフマラソンだった

り非常に活気があるという認識があります。また

フィットネスクラブを当社が運営していること

もありまして、元気な年配の方が多いと感じてい

るところです。やはり健康年齢がとても大事で、

年配の方が活躍する、ハキハキと元気に動いてい

るというのは非常にいいことだと最近感じてお

ります。 

さきほどの話にもありましたように、働く女性

のサポートとしてご近所や自分自身の家族など

を含めた地域コミュニティの充実を。それから介

護では、介護される方も大変ですけれども、介護

する方も非常に大変で苦労と精神的な苦痛があ

り、そのような苦労を地域でもフォローしていた

だける体制をつくっていただいて、育児や介護を

する人が一人で悩んでいることがないような働

きやすい体制を市でつくっていっていただけた

らなと思います。 

私個人としてはさきほど申し上げましたよう

に働きやすい職場、また働きたいなと思う職場に

したいと思っておりますので、職場の組織づくり

の勉強をさらに進めて地域に根ざしたいい会社

づくりを目指してがんばっていこうと思ってお

ります。 

 

井原：ありがとうございます。続きまして田中

さんお願いします。 

 

田中：私はどうしても企業人の枠から抜け出せ

ないので、面白くないですが、企業の地域社会に

対する責任とその観点から女性活躍社会につい

ての私なりの意見をお話させていただこうと思

います。 

さきほども申しましたとおり、大倉工業は香川

県の丸亀市に本社をおいております。過去に何度

か「本社を東京におくべきじゃないか」という社

内議論がなかった訳ではありません。少し口幅っ

たいですけれども我々は「ここ香川からキーパー

ツを発信する」として、現在も本社はもちろん、

開発拠点、それから重要生産拠点をここ香川にお

いております。その意味でその香川での人材確保、

人材の活用というのは、我々が企業活動を永続す

るための絶対条件と考えております。香川県は、

気候も温暖で、天災も少なく住む人にとっては大

変恵まれた地域です。加えて高齢者や子ども達に

安全でやさしい、行き届いた環境を整えていただ

ければ働く人たちも安心して働けます。さらに

我々企業が力をつけることで、新たな人材の雇用

と流入を生み出し、地域に貢献できる、こう考え

ております。少なくともこの地域からの人材の流

出、特に若い人材の流出に歯止めをかけることも

できます。男女を問わず人材の確保は企業にとっ

ても地域にとっても活力の要であり、そのような

地域と企業との共生関係、これが我々大倉工業の

目指す姿です。 

人は性別とともに異なった個性や資質を持っ

ています。コミュニケーションがうまい人、体を

動かすのが得意な人、発想が奇抜でユニークな人、

知識や知性が豊富な人さまざまです。生活環境や

家族事情も違います。このような多様な人をどう

生産力に結びつけていけるかがこれからの企業

の鍵だと考えております。特に女性は社会や国家

の繁栄に欠かせない出産という重要な役割を担

っています。パートナーはもちろんですけれども、

地域や企業が協力するのは当然のことです。また

生きる上で女性が仕事を持つのも当たり前で、仕

事と出産の両立というのは保障されるべき女性

の権利だと思います。また健全な子育ては保護者

の義務です。年老いた方々の介護は地域全体の思

いやりです。大げさな言い方ですけれども日本国

憲法第 25 条には、「すべての国民は健康で文化的

な最低限度の生活を営む権利を有する」と書いて

あります。 

一方で我々企業は福祉事業ではなく、営利事業

を営んでおります。企業は利益を上げることで、



64 

従業員を雇用し、その家族の生活を守り、社会貢

献をしております。そのために常に競争環境にさ

らされており、日々生産性を向上させなければ企

業として存続はできないのです。管理職となれば

なおさらのことで、女性だからという甘えは許さ

れません。私個人としては女性の管理職比率を上

げること、イコール女性の活躍できる職場づくり

だと思っていませんでした。それは決して女性の

管理職を否定するのではなく、活躍した結果、女

性の管理職や取締役に登用されるのであれば何

の異論もありません。最近は男性でも管理職にな

って重い責任を負うことを躊躇する者もいます。

高齢者や女性が今以上に活躍できる職場、それは

個人の価値観や資質に大きく左右されると思い

ます。 

先日女子サッカーのなでしこジャパンの佐々

木則夫監督の講演を聞く機会がありました。「日

本の女性はサッカーというスポーツに非常に向

いている、フィジカル面では海外の体格のいい選

手とは対等に戦えないけれども、日本女性の特徴

である目配り、気配り、集中力は我々が目指す組

織的、戦略的サッカーに最適である、なでしこジ

ャパンの強さはそこにあるんだ」と話されていま

した。私自身、企業の総務部長として今後さらに

女性の強みや特徴を活かせる職場づくりや人事

配置を考えていこうと思っています。また採用や

昇進においても女性に対して、これまでと違った

視点からの評価も加えようと考えております。多

様な人材の活用、それ自体が地域や企業の新たな

付加価値を生み出す新たなきっかけとなるかも

しれません。村木さんのお話にもあったとおり、

我々が今から経験しようとしている世界は、想像

もつかないような超高齢社会です。人口が減ると

ともに生産年齢人口が激減して、65 歳以上の前期

高齢者人口、75 歳以上の後期高齢者人口が大幅に

そして急速に増加します。きれいごとではなく、

若い人もお年寄りも、男性も女性も、外国人をも

含めてこの香川に住むすべての人たちがお互い

の立場を認め、お互いのことを思いやり、それぞ

れの持てる力を最大限に発揮できる環境づくり

が我々企業にとっても地域にとってもこれから

必要だと考えております。ありがとうございまし

た。 

 

井原：では続きまして十河さんお願い致します。 

 

十河：オレンジマンでおなじみの十河です。10

年後の丸亀市は、一言で言うと「日本一住みたい

まち」にしたいです。どういうことかをＰＴＡの

立場から言うと「ＰＴＡの男性の委員が増え、女

性の会長が増えてほしい」ということです。 

全然関係の無いように思われるかもしれませ

んが、まずＰＴＡは、地域のコミュニティと協働

でイベントをすることがあって、まずＰＴＡに参

加することが地域にとけこむことの糸口になっ

ていると僕は思っています。地域に知っている人

ができる、友達ができる、子どもがその人を知る

ようになる、そうすると子どもが地域を好きにな

って、そこがふるさとになり、住みたいまちにな

っていくのではないかと思っています。 

ただ、男性は会社に勤めていたら土日も忙しく、

ＰＴＡや地域活動に参加できないことが多く、結

果、地元の知り合いが増えません。だからこそち

ょっとでもＰＴＡの活動に参加してほしいと思

います。ＰＴＡの委員に女性が多いのがなぜかと

いうと、まず保育所とか幼稚園とかの送り迎えは

どうしてもお母さんが来るので、そこでもうネッ

トワークができています。だから知り合いもたく

さんいるので、ＰＴＡもお母さん方が出ます。お

父さんは入れません。お母さんは専業主婦の方も

いますし、時間に余裕のある方もいるとは思いま

すけれども、男性の方がやっぱり時間に余裕のあ

る人は少ないです。加えてやっぱり今まで刷り込

まれてきたプロパガンダというかステレオタイ

プみたいなところがあって、父親はたまにしか地

域の集まりに行かない、たまにしか行かないから

知らない、知らないからやっぱり入っていけませ

ん。ママ友のグループが井戸端会議をしていても
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男性はなかなか入れないんです。そこを何とか男

性にも入ってほしいなと思います。 

しかし会長という、単位ＰＴＡのトップの職に

なるとそこは男が多いです。「なぜ多いのですか」

と保育所の先生に聞いたことがあります。「男性

でないと、会議が長引くし意見がまとまらない。

例えば女性がトップだと、委員に男性がいたらな

めてかかるし、やっぱり女性は話が好きなので、

二転三転して話がまとまらない。だからだいたい

男性にお願いをしているんです」と言っていまし

た。これもやっぱり偏見というか刷り込みです。

女性でも「男前」の人はたくさんいます。市のＰ

ＴＡでも「男前やなぁ」と思う女性はたくさんい

て、さきほど大倉工業の田中さんからもあったよ

うに、「管理職にふさわしい女性」というのはこ

んな女性だと思います。 

村木さんのお話にもありましたが、家事や育児

の大多数は女性がしています。今から子どもが減

り、共働きが増え、専業主婦が減ってきます。共

働きが増えると女性の負担は当然大きくなりま

す。負担が大きくなると女性は怒りっぽくなりま

す。そうでなくても怒りっぽくなるところに、さ

らにギスギスした関係になって、夫や子どもとの

コミュニケーションがうまくいかなくなって、家

庭不和を助長し、離婚率ＵＰに繋がります。極論

ですけどね。 

こういう悪循環に陥るんじゃないかというこ

とで、私はやっぱり男性にＰＴＡに入ってほしい

という活動を続けていこうと思います。育児に参

加する男がイクメンで、家事をする男性がカジダ

ンとこんな風にネットの社会では言われていま

す。私も「こんなことをしたよ」と率先して言い

続けていきたいと思います。けっこう男の人って

日曜大工とか作るのも好きですよね。料理も同じ

で、作るというクリエイティブで楽しいことです。

だからぜひやってほしいと思います。 

あと香川県には「さぬき親父連合」という、父

親ばかりで地域のコミュニティで活動している

団体があります。20 団体くらいが所属しています。

私はこれにずっと入りたいと思っていて、ただ自

分のＰＴＡの団体からなかなかそこまで行けま

せんでしたので、ＰＴＡからだけではなく、コミ

ュニティの人や年配の方から、親父ばっかり集め

て子どもにアピールしていけたらなと、今ひっそ

りと考えております。 

 そして毎朝やっている清掃のボランティアは

体が動く限り続けて、ぜひ丸亀を日本一住みたい

まちにしたいと思います。 

 

井原：では最後に、三原さんお願いします。 

 

三原：私の想像する 10 年後の丸亀市は、農業従

事者の高齢化が進んで、後継者の不足に悩まれる

と思います。増加する高齢者の働く場所と活躍で

きる受け皿として、グループ「もも里」を続けて

いき、グループの拡大と活性化をさせたいと思っ

ております。 

またここ数年の異常気象により、作物が大変作

りにくくなっております。将来的にもその現状は

続くと思います。そこで地産農家さんと協力して、

作りやすい品種の検討や地産商品の開発をして

いかなければならないと思っております。 

最後にみなさんが何歳になっても住みよい丸

亀市であってほしいと願うばかりです。これから

も健康に十分注意してお互いに丸亀市を盛り上

げていきましょう。 

 

井原：ありがとうございました。みなさまが熱

く語ってくれましたので、とりわけ進行役は必要

ないかと思いますが、役目柄、一言述べさせてい

ただきます。 

古免さんからは丸亀市がとにかく元気である、

ここに暮らす人みんなが健康で元気なまちであ

ってほしい、そういうまちの中で地域に根ざした

よい会社になるようにご自身も努力をしていき

たいというお話をいただきました。田中さんから

は香川、とりわけ丸亀から世界へはばたく企業づ

くりに取り組んでいきたい、そのためにも女性や



66 

高齢者が安心して生き生きと活躍できる職場づ

くり、その中で女性の仕事と出産・育児の両立に

も十分配慮した職場づくりに努めていきたい。企

業が人材確保に努めることができれば、きっと地

域にも貢献することができるようになる、そんな

地域と共生する企業づくりをしていきたいとい

うお話をいただきました。さらに十河さんからは

日本一住みたいまちに、そのためにはＰＴＡを核

にしたようなコミュニティづくりが大切なので、

ＰＴＡに男性も委員として参加し、女性はその会

長としてがんばってもらいたいというお話がご

ざいました。最後に三原さんからは地産池消活動

の仲間を増やして活動を広げていきたい。何歳に

なっても住みたい丸亀市であってほしいという

メッセージを語っていただきました。 

このようにそれぞれ、最初にお話いただきまし

たように悩み、葛藤をしながらも、生き生きとが

んばっておられる現状とそれを踏まえながらさ

らに元気で住みやすい丸亀市をつくりたいとい

う熱いご発言をいただいてきたところでありま

す。そして考えてみますと、男女共同参画の理念

というのは今日最初にみなさんとともに読ませ

ていただきました、丸亀市男女共同参画都市宣言

の中にしっかりと入っていると思うところです。

すなわち、「すべての人は男女の枠を超え、自ら

の意思であらゆる分野に参画する機会を持って

その人らしく自立して生きること」これが男女共

同参画の理念だろうと思うのです。まさにパネリ

ストのみなさまの生き方そのものでございます。

宣言の中にある男女共同参画のキーワードは、私

は「自立」だと思っています。 

「自立」とは、４つの視点から捉えられるので

はないかと思います。「精神的自立」、「経済的自

立」、「生活的自立」と「地域的自立」おそらくこ

の４つの側面をもってそれぞれ自立することが

できれば、ちょうど宣言にあるような自立して生

きることができるようになるのではないかと考

えます。「精神的自立」とは、すでにパネリスト

のお話の中に折々に出てまいりましたように、自

分の判断と責任でもってご自身の方向を定める

こと、「経済的自立」とは、仕事と家事の両立の

ために施策を講じ、あるいはその施策を使いなが

ら自ら所得を得るようにすること、「生活的自立」

については、それぞれの言葉で語っていただきま

したが、男性にはイクメン、カジダンをぜひ進め

ていって自立にたどりついていただきたい。そし

て最後の「地域的自立」とは、ここ丸亀の地は丸

亀に暮らす人々でつくり上げるんだと。清掃をす

ることも然りですし、企業が地域づくりのために

貢献をする、そういう視点もありかとも思います

が、ここ丸亀の地で暮らす、ここに本社を置く企

業で地域づくりをするんだと。そういう自立が実

現できればおそらく男女共同参画の理念は実現

するのではないかと考えるところです。 

ちょうど男女共同参画の方向というのは従来

の理念から実践、実現へ、いわば「空中での議論」

から、「地上での実践」へ、そういう段階へ入っ

てきているのではないか、あるいは「総論」から

「各論」へと、そういう段階に差しかかっている

と私は思っています。  

今日伺いました非常に貴重な実践の事例、ある

いは各論のポイントを私ども共通の認識としな

がら、ここ丸亀の地で豊かな実践が展開され、日

本一住みたいずっと暮らしたいそういう丸亀市

になることを願いまして、本パネルディスカッシ

ョンを閉じさせていただきたいと思います。長時

間お付き合いをいただきありがとうございまし

た。
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田中さんの資料 
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（３）記念講演会アンケート結果 

 

○アンケート回収枚数   173枚 （回答率 52.2％） 

 

○回答していただいた方について 

１．性別 

女性 男性 

122人 51人 

 

２．年代 

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 

0人 3人 10人 16人 17人 75人 51人 2人 

 

３．職業・所属 

学生 パート、アルバイト 会社員 公務員 ＮＰＯ職員 学校関係（教職員） 

0人 12人 31人 13人 4人 0人 

自営業 男女共同参画推進団体 無職 その他 無回答  

10人 9人 71人 15人 7人  

 その他：主婦７人、農業２人、国の非常勤職員 1人、婦人会 1人、コミュニティ 1人 

 

４．どちらからお越しになりましたか 

丸亀市内 丸亀市外 無回答 

134人 

37人（高松市 14、さぬき市 4、坂出市 3、三豊市 2、観音寺市 1、

善通寺市 2、宇多津町 1、多度津町 3、まんのう町 3、小豆島町 1、

無回答 3） 

2人 

 

５．今日の催しを何で知りましたか 

ホームページ チラシ 広報 まるがめ会議所だより コミュニティだより 

8人 28人 52人 2人 8人 

所属団体から 友人・知人から その他 無回答  

26人 30人 15人 4人  

 その他：新聞 4、情報誌ゆめ４、市より案内 2、パワーネット１、フォトコン表彰者 1 

 

６．今日の講演会の満足度 

 100％ 80％ 50％ 30％以下 無回答 

93人 54人 5人 0人 21人 
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７．村木さんの講演を聞かれての感想は？ 

・働く女性の子育て、働き方、日頃の生活など、 

とても参考になりました。特に若い男性、女

性にぜひ聞いてほしいものです。女性の力を

生かせる社会を目指すために丸亀市の今後

のご活躍を期待させていただきます。私の二

人の娘も働きながら子育てをしています。本

日の講演内容を伝えてやりたいと思います。 

・時間が経つのを忘れ、もう少し聞きたいと思

いました。ご自身の体験を踏まえたお話には

女性として納得できるものばかりでした。男

性（男女問わず）の経営者には聞いてほしい

です。女性が活躍できる社会こそが成長でき

ると思います。 

・私も育休から復帰したばかりで、仕事と家庭

のバランスを探っているところなので、仕事

に対する考え方など参考になることが多か

った。 

・新聞で報じられた社会保障費の充実について、

村木さんの言葉で直接聞くことができてよ

かったです。 

・自らの体験のお話も交えとても興味深く拝聴

しました。少子高齢化といわれる中で“変え

られる未来”のためにできることを社会全体

で取り組んでいかなければならないと強く

感じました。企業のトップの方にぜひ聞いて

ほしいと感じました。 

・女性のパワーを出すこと。やりがいのある仕

事を見つけ辞めないこと。友達のネットワー

クをたくさん作ることも大事。 

・聞き手のレベルに合わせて現在の日本が置か

れている状況をやさしく解説してもらって

よく分かりました。男女共同参画は突き詰め

るとすべての人にとって能力を発揮しやす

い生き生きとすごせる社会を実現すること

なのかなと思いました。 

・村木さんの体験と資料で大変よく分かりまし

た。女性の社会参画が社会を変え、未来を豊 

 

かにすることを知り、自立した子育ての責任

を感じました。女性が働ける環境の良い職場

が増えるような社会になり、女性も男性同様

に仕事に参画してほしいです。 

・貴重なお話が聞け、また今の日本の出生率等

女性の職場での関係等分からない事が詳し

く聞け、嫁たち（女性）も大変だという事が

理解でき、孫たちが健やかに育っていけるよ

うに応援するつもりです。 

・分かりやすい口調でよかった。子育て支援の

大切さ、子育て世代の働き方を示してくれた。

やさしさと粘り強さを持つ事が職業を持つ

母親の大切な事と再認識させられた。本日の

記念講演会にとてもふさわしい人であり、内

容でした。 

・講演内容の組み立て、語り口調等すべてがさ

すがだと感じました。国の政策の将来展望か

らご自身の生活ぶり、ユーモアを交えての話

に引きこまれ、時間をやりくりして来た甲斐

がありました。大拍手です。 

・少子高齢化の日本の現状がデータを交え非常

に分かりやすかった。今後男性以外の様々な

人が働かなければいけない必要性と、そうす

ることで変えられる未来があることを知っ

た。 

・もう少し掘り下げてかと思ったが、少々物足

りない。 

・話し方が上手で非常に分かりやすい。少子化

の問題が今の日本にとっていかに重要であ

るかがよく分かった。高齢者パワーの活用も

非常に理解できた。最近まで実務に携わって

いた専門家だけに、話の内容に安定感、信頼

性があった。興味本位だが、起訴されたとき

の話を聞きたかった。 

・仕事に悩んでいました。仕事を辞めようと思

っていました。明日からもう一度頑張ります。

ありがとうございました。 

・様々な切り口のデータからロジックなお話が

聞けて大変理解が深まりました。高齢者支援
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を考えているため大変参考になりました。海

外からみた日本、客観的な日本を知る事もで

きました。ありがとうございました。 

・「働きやすさ」「働き甲斐」これから求められ

るキーワード。まずは自分を振り返って考え

てみたいと思える講演でした。しなやかだけ

どしっかり芯のあるすてきな女性だなぁと

感じました。村木さんの著書を読ませていた

だいての参加でしたが、講演での声を聞き、

もう少しがんばっていこうと元気をいただ

きました。 

・日本のトップにいた人とは思えないくらい、

やさしい人でびっくり。社会人としての苦労

は同じだと感心しました。 

・実体験での苦労話は説得力があり、参考にな

り面白かった。 

・若い時、現役時代にお会いできていれば、こ

ういう話を聞いていれば、もっと仕事が楽し

く出来たかなぁ。仕事で力を出す為に４つの

ことを言われましたが、この年で聞いても

（67 歳）今からでも老後に役立ちそうです。

仕事も生きる事も同じなのですね。 

・私も長年会社員として働いてきたし、現在子

どもを育てながら、会社員として働いている

娘のことを考えながらお話を聞きました。女

性も男性もやりがいをもって働ける社会に

するため、私のできる事をやっていきたいと

考えるようになりました。 

・自分の体験を含めての様々なお話は分かりや

すく、難しいグラフや表等も頭の中に入りや

すかった。女性側だけの意見に偏らず、色々

な側面からの見方もとてもよかった。 

・資料が効果的で世界における日本の女性就労

のレベルが低いこと、その伸びが芳しくない

ことは深刻に思いました。共通認識の機会と

なった。“女性が働きやすいサポートを私な

りに何ができるのか。”“地域としてやれるこ

とは。”自分に問い、具体的な触発につなげ

る提案がほしかったと思う。 

・さすが事務次官としての話の上手さを実感し

た。資料をもとに整然とした講演は参加者と

してよく理解できたと思う。世界の国々の実

情も話題にされ、未来を築くための現国情を

訴えられ、我々に示唆された事は参加者とと

もに今を考える大切さを教えてくれた。自分

の就職に当たって挑戦された努力は「やれば

出来る」の気概を与えてくれたと一同感銘し

た。同時に成功に男女差はないことを。夫の

褒め言葉、世の夫人たちに大変な参考となっ

たと思う。男性の自活の一言。 

 

８．パネルディスカッションを聞かれての感想は？ 

全体について 

・「男女共同参画都市宣言 10 周年」を踏まえて

のパネルディスカッションを期待していた

が、その事がなかったようで、残念だった。 

・各パネラーの活動はすばらしい内容でした。

一方的、会場とのディスカッションがなかっ

た。パネラーとしての発表のみで、ディスカ

ッションにはなってなかったのが残念であ

る。 

・地域を育てたいという気持ちになりました。

丸亀に住むことを誇りにしたい。 

・地域で丸亀市を中心にがんばっている方々の

話を聞く事ができてすごく刺激を受けた。 

・パネラーの立場はそれぞれ違うが、住みやす

い、暮らしやすい丸亀を目指して活躍をした

い思いが伝わってきた。 

・自分の生きる道を自分で作っている。 

・仕事をするということ、地域のために何をす

るかということを考えなければならないと

思いました。管理職を目指す女性は多い。増

やす為に会社も改善する必要がある。さまざ

まな立場の方からの話を聞けてよかった。 

・「10 年後の丸亀市」思考を初めて思いました。

10 年後の丸亀と自分、老いた自分、まだ重な

りません。10 年後も介護されないように願う

だけです。若い人たちお願いします。パネラ
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ーに安心して頼れそうです 

・いろんな立場の人の貴重なお話が聞けてよか

った。働く人も働いていない人もそれぞれお

互いがお互いを助け合って世の中がなりた

っているんだなぁと改めて感じました。 

・それぞれの立場で共生社会の大切さ、住みよ

いまちづくりに向けての考えを話され、とて

も感銘を受けました。井原先生の「４つの自

立」のお話、なるほどと思いました。 

・女性にとってやりがいがある仕事、もっと女

性管理職の登用を。本拠地を丸亀においたま

まで今後も発展したい。人材の確保を望んで

いる。丸亀市からの発展を願っている。悩み

苦労しながら生の発言が聞けてよかった。 

 

パネリストについて 

・十河さんの話がよかった。こういう若者がこ

の讃岐にもっと増えてほしい。 

・ヒカリ、大倉工業の男女共同参画での会社内

容を紹介していただいたのはすばらしいと

思いました。多くの会社がこうなれば女性管

理者も増えてくるのではないかと思います。

女性が自立して、男性も女性をよく理解でき

る優しい社会に。丸亀市でもよい企画や良い

環境づくり、啓発をお願いします。 

・企業の実態、悩み、田中部長の話は非常に興

味深かった。面白く聞けた。 

・大倉工業の方が、「セミナーや研修会に参加

したことで女性の活躍について考えるよう

になった」とのお話で企業の方々への発信が

大切だと思いました。やはりトップの人の意

識が大切と実感しました。 

・「男女共同参画」という議題に沿った田中さ

んの話が具体的でおもしろかった。経営者と

従業員、男性と女性の視点の違いが分かり参

考になり興味深かった。２、３年後にどう改

善したのかも聞きたいと思いました。 

・「もも里」の取り組みについてははじめて知

りました。退職後の取り組みですばらしいと

思いました。十河さんの生き方もよく分かり

ました。田中さんは自社の女性従業員の状況

について発表していました。古免さんは自分

の職について話されていました。働きやすさ

と働き甲斐についても考えさせられました。 

 

９．10 年後のために「心がけたい」「行動した

い」と思ったことは？ 

・女性、男性の能力を最大限生かせるために、 

日頃の行動から発信したい。長年の間に（男

社会の中で）常識がつくられていると思う。

この常識を男女平等の立場から変えていく

ためにチェックしてみたい。丸亀市が香川県

の先頭で頑張ってほしい。大いに期待してい

ます。 

・丸亀に本社をおく企業として地域活性化に貢

献したいです。 

・今は介護をしているので、地域に十分役立て

ていない。いつか働く女性を応援するために

小さなことからでもボランティアをしたい。 

・現在 69 歳だが、まだ 5、6 年は高齢者を対象

にした地域ボランティアを通じて地域のお

手伝いをしたい。 

・私自身、県外から移住してきたが、子育てす

ることを通じて丸亀に愛着が出てきた。今後

の世代のためにもここ丸亀で家庭と仕事を

両立してがんばっていこうと思う。 

・元気で長生きして子どもや孫の役に立つよう

にしたい。70～80 歳までがんばりたい。 

・ことさら女性のためにということではなく、

職業人として課題に直面している者があれ

ば、一緒に問題について考え生き生きと働け

るようお手伝いしたいと思いました。 

・タイミングとしていわゆるリーダー職、とい

っても職場の長のサブ的な立場になりまし

た。とても莫大にも思える職域でありますが、

なんとか家庭とも両立できたらなと、続ける

ことが私の「心がけ」と考えています。 

・一人ひとりが考えなければよくならないと思
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うので、話をする機会を持ちたい。 

・働く息子の嫁の考え方に対して理解を心がけ

たい。 

・ボランティア。楽しく安全に暮らせるまちづ

くりに協力。老人、子ども達の見守りをする。

子育て参画。孤独死の予防、気づきの大切さ、

見守り。命の大切さを思い、話を聞いてあげ

ている。それを繋げていくことを大切にして

いる。 

・地域や他の人の支援（フォーマル、インフォ

ーマルを問わず）が気軽に受けられるような

社会を目指したい。支援が多いほど、住みよ

い社会をつくれると思う。 

・自分の今ある場所であきらめずにやっていき

たい。 

・たくさんの子供が生まれて活気ある丸亀にす

るために丸亀のよさをアピールして、若者の

住みたいまちに丸亀がなるように心がけ、

日々暮らしたい。 

・女性も男性も働きやすい職場にするために職

場の雰囲気を変えていきたいと思った。 

・男の部下に対しても家庭状況を見てあげて男

女ともにワーク・ライフ・バランスを心がけ

たい（自分はもちろん）村木さんのエピソー

ド通りです。 

・若い子育て世代に優しく接したい。応援でき

ることは少ないが、できる範囲で協力したい。 

・やりがいのある仕事を「やれる」と思いなが

ら、挑戦し続けたいです。 

・男性にも生きる事に必要な知識、技能を身に

つけることが必要なので、料理、掃除、洗濯

などできるときにはしてもらうようにして

いきたい。 

・今日聞いた話は、機会を見つけて自分の子ど

もに伝えていきたいと思います。将来子供が

就職したり、結婚したりしたときに役立つの

ではと思います。 

・あえて助けてもらう事は当たり前のことだと

割り切りたい。それは必ず自分も助けるとい

う当たり前のことをするため。 

・10 年後、自分は 70 歳になりますが、健康に

気をつけて自分のことが自分でできるよう

にしたい。まちづくりとして子育て、介護の

面でバックアップしていく必要があると思

います。 

・自分が就職する時には、村木さん同様、地元

にはやりたい仕事がなく、親からも県外に出

ることを反対され、結局現在に至るまで非正

規の仕事ばかりを転々としています。自分の

子どもが夢を持って県外へ出る時が来れば、

できるだけの応援をして、女性が社会に貢献

するサポートをしたいと思いました。 

 

10．その他、気付いたこと 

会場設備、講演内容について 

・村木先生の資料のコピーが縮小しすぎで読め

ない。プロジェクターの大きさにも制限があ

るのだから資料のコピーは老眼にも優しく

あるべきだ。女性だけでなく、老人も参加し

ていることを主催者は理解してください。 

・パネルディスカッションに市長に参加いただ

きたかった。また質問時間も欲しかった。 

・講演後の質問、会場とのディスカッションを

今後考えてください。「みんなで考える」そ

のために大切ではと感じました。一方的情報

発信を感じました。 

・パネルディスカッションに村木さんも出席さ

れると思い、わくわくドキドキ楽しみにして

いました。違っていて残念です。 

・手話通訳がついたことがよかったです。 

・講演会の後、帰った人が多く残念だった。席

の移動がしにくく、休憩になっても動きにく

い。 

 

その他 

・人口減少と高齢化等、課題ばかりがクローズ

アップされますが、それらの解決のために多

様な人々の知見を結集することが必要であ



74 

り、男女共同参画はその第一歩なのだと思っ

ています。 

・0 歳より 2 人の子どもを育てながら 60 歳ま

で働かせてもらえたことにありがたさを感

じております。一番は保育所のありがたさで

した。早朝保育、居残り保育、土曜保育に支

えられました。幼稚園へはいかなくても教育

面でも安心して任せられました。小学校に上

がれば、青い鳥に助けられました。こうして

丸亀市に住んでいてよかったと思うもので

す。今では学童保育がさらに充実していると

聞きます。丸亀市の取り組みに感謝。 

・10 年後と言われますが、私の住んでいるとこ

ろは子どもの姿がなく、老人ばかりでまだま

だ女性からの意見を聞くと言う事が少ない。

また意見を聞く場が少ない。そして、意見を

聞いても、意見を取り上げてそれをどう活か

していくかが問題である。女性同士の中でも

いろいろあるのではないですか。 

・村木さんも言われていましたが、市長のあい

さつの中で、「男女共同参画社会の実現」は

永遠の課題であるが故に「やるべきことをや

ってきたかは疑問だ」「“永遠”の言葉に隠れ

てはいないか」の言葉に目を覚まされました。

「目からウロコ」でした。在住しているとこ

ろがまさにその状況にあるのではないかと

思い、はっとすると同時に目を覚まされた思

いです。頑張ろうと思い直しました。ありが

とうございました。 

・30 年前に生きづらさを感じたフェミニストに

共感し、自分なりに考えてきたことが今にな

ってとても感慨深い思いがし、ここまで来た

のですね。でもまだまだです。道遥か遠し！

です。世代交代しかないのでしょうか。 

・現在でも女性がメインで働いている組織は順

調に回っていると感じている。うどん屋、産

直でも女性中心のところのほうがうまく動

いており、客も満足できる店が多いと思う。

この辺が女性参画のキーワードではないか

と思っている。 

・50、60、70 歳の男性に聞いてほしかった。 
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チラシ（表） 
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チラシ（裏） 


